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巻頭言
山口大学大学院医学系研究科
消化器 腫瘍外科学 教授

永 浩昭
Hiroaki Nagano
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巻頭言

2022 山口県 安倍元首相 凶弾 いう大 悲劇 あ 何人 そ

い 理 あ う 暴力 主義 主張 表現 許 あ 改 認識

あ そ 意味 領土 大や保持 戦 いう国家 挙 暴力行 及

や 方 い 決 認 い 明白 事実 あ 言え 国 外

交 安全保障 防衛 改 見直 え い状況 あ 領域 い 極 高い実績

優 理念 持 い 安倍元首相 失 ほ 損失 あ

い い 後世 検証 い そ 一方 若い世 活

躍 い サ Ｗ杯 表 イ イン 撃破 MLB大谷選手

来 桁勝利 桁 塁打や 村 選手 56号 塁打 冠王 い 世 交

感 あ 意味喜ば い出来事 あ 大谷選手 村 選手 いわゆ ゆ 世

あ 人 学力 指摘 一方 界 ゆ 教育 あ 一定 成

果 あ い

消化器 腫瘍外科学講 1 間 振 返 臨床 い 全消化器癌

支援手術 入 専門医主 薬物療法 大 除 集学的治療 展開 手術症例

数 着実 伸 山口県 消化器癌 乳癌診療 教室 立 置 確固

研究 い 全教室員 学 取得 必須 大学院帰学後 間 フ

研究 体 う 常 多施設 共 研究 臨床試験 臨床研究 積極的

展開 JCOG 肝胆膵 食 乳腺 正規 ン 一定 評価 得 個人的 JON-

HBP 肝胆膵 ンコ ネ ワ 表理事 肝胆膵領域癌 治療成績向 向

一層 力 進 い 現在 寄附講 そ 期限 終了 昨 研究指 体

新 研究 再構築 的研究成果 出 う 整備 後 地 業績 積

い 課 教育 関 解剖学講 整形外科学講 連携 開始 CCST

や共 獣医学部 設立 ANIMAL-LAB 学部学生 次 ESS 早期外科体験実習

学生や若手外科医 常 ョン実習 行う 医明館 階 設置 サ ン

エン 外科医生涯教育 整備 充実

そ 一方 医師 高齢化 不足 喘 地方大学 問 背負う 学臨床講

い 診療 活性化 質 向 目指 外科医 育 いう 最大 課

過疎化 高齢化 邦 地方 課 医療 医学 い 抱え い

紛 い う 状況 対 怯 真正面 向 い う 取 組 い

山口県 消化器外科 乳腺外科診療 教室 要 社会 務 考え い

次世 外科医 来 向 新 消化器 腫瘍外科学講 作 い

素養 生 始 い 強 感 い 紛 無い事実 あ そ そ

常 理想 追求 変化 求 誠実 思い 持 彼 そ 教室

将来的 基盤 疑う余地 い 教室主任教授 そ 息吹 信

々 精進 う 高い い う 彼 叱咤激励 残

々 い
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風景

病棟回診風景

外来風景
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医局長 務 頂い H11 卒 飯 和4 1 12 大学 人事異動

通

4 1 付 S61卒 硲 一 生 端 治療開発学 周南記念病院消化器外科主任部長

赴任 硲 生 入局 一 腫瘍免疫学 専門 当科 多数 研究 主

大学院生 研究指 関 非常 熱心 取 組 い 多数 医局員

学 取得 尽力 感謝 念 堪え 臨床面 山口県 大腸外科 長 わ 牽

引 い い 後 周南記念病院 地域 診療 向 活躍い

確信 H17 卒 松隈聰 徳山中央病院外科部長 赴任 松隈 生 大

学病院 肝胆膵 プ 所属 臨床 研究両面 非常 精力的 仕事

徳山中央病院 肝胆膵外科 専門知識 生 活躍 思 H22 卒 木

村裕太 生 当科 ン 病院 赴任い ン 病院 手術や化学療法等 診療

加え 大学病院 サ 診療 積極的 行 H22 卒 藤原康弘 赤十

字病院医員 赴任い 大学病院 得 知識 臨床経験 活 地域 診療 励

R1 卒 金城尚樹 宇部興産中央病院 赴任

10 1 付 H11 卒 晋 生 関門医療 ンタ 外科部長 赴任 生

2019 帰学 後 大腸チ ン 活躍 並行 外科教育関連 仕事 尽力

現在 当科 学生 若手医師教育 基礎 築い い 後 関門医療 ンタ

診療 教育 活躍い 確信 H30 卒 鈴木 十夢 関医

療 ンタ 赴任

帰学者 新入局 関 4 1 付 H22 卒 山 常則 生 ン 病院

診療 教 帰学 前任地 1人外科部長 経験 外科医 非常 成長

大学病院 大変活躍 H27 卒 兼定弦 宇部興産中央病院 H28 卒 西

祐紀 都 見病院 大学院入学 帰学 両 高い臨床力 あ 見

大学院 研究 経 高い視 広い視 消化器外科

成長 望 研究面 佐々貴博 渡邊孝啓大学院 入学 根 基 科学

的考察力 持 消化器外科医 成長 い 期待 い 新入局員 R2 卒 梅 紘

希 木原 わ 佐藤哲也 原口大希 計4 4 非常 情熱 真摯 仕事

取 組 後 活躍 期待

関連病院 生方 外科医不足 迷惑 い 医局員一 入局者

増や 力 い 後 願いい

教室人事
山口大学大学院医学系研究科
消化器 腫瘍外科学 医局長

飯 通久
Michihisa Iida  
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移動日 卒年 氏名 異動元 異動先

4月1日 S54 福田 進太郎 宇部興産中央病院 セントヒル病院
〃 S57 長谷川 博康 小郡第一総合病院 徳山医師会病院
〃 S61 硲 彰一 山口大学先端がん治療開発学 周南記念病院
〃 H5 爲佐 卓夫 徳山中央病院 宇部興産中央病院
〃 H8 竹本 紀一 小倉記念病院 小郡第一総合病院

〃 H11 蘓村 秀明 小倉記念病院 下関医療センター
〃 H17 松隈 聰 山口大学消化器・腫瘍外科学 徳山中央病院
〃 H18 来嶋 大樹 下関医療センター 都志見病院
〃 H22 木村 裕太 山口大学消化器・腫瘍外科学 セントヒル病院
〃 H22 藤原 康弘 山口大学消化器・腫瘍外科学 小野田赤十字病院
〃 H22 山本 常則 セントヒル病院 山口大学消化器・腫瘍外科学
〃 H27 兼定 弦 宇部興産中央病院 山口大学消化器・腫瘍外科学
〃 H28 西田 裕紀 都志見病院 山口大学消化器・腫瘍外科学
〃 H29 濵﨑 太郎 関門医療センター 市立八幡浜総合 病院
〃 H30 佐伯 晋吾 都志見病院 関門医療センター
〃 H30 酒井 豊吾 徳山中央病院 都志見病院
〃 H30 鈴木 有十夢 徳山中央病院 山口大学消化器・腫瘍外科学
〃 H30 堤 甲輔 関門医療センター 下関医療センター
〃 H30 尤 曉琳 下関医療センター 徳山中央病院
〃 R1 金城 尚樹 山口大学消化器・腫瘍外科学 宇部興産中央病院
〃 R2 梅野 紘希 入局 山口大学消化器・腫瘍外科学
〃 R2 木原 ひまわり 入局 関門医療センター
〃 R2 佐藤 哲也 入局 徳山中央病院
〃 R2 原口 大希 入局 都志見病院

10月1日 H1 平木 桜夫 宇部興産中央病院 退職
〃 H11 吉田 晋 山口大学消化器・腫瘍外科学 関門医療センター
〃 H13 近藤 潤也 関門医療センター 宇部興産中央病院
〃 H29 堤 甲輔 下関医療センター 山口大学消化器・腫瘍外科学
〃 H30 鈴木 有十夢 山口大学消化器・腫瘍外科学 下関医療センター

関連病院人事異動 令和4年 (2022年) 1月1日から12月31日



臨床報告 各 ー

上部消化管
下部消化管
肝胆膵
乳腺・内分泌
腫瘍 ー

入院
外来

各 ー

赤間神宮 下関市
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臨床報告 入院

2022 入院診療 紹 致 当科 部消化管 部消化管 肝胆膵 乳腺 泌 4 プ 腫瘍

科 診療体 い 昨 引 コ 禍 中 初 コ タ 病棟閉鎖 経験 間手術件数

623件 そ う 鏡視 手術 358件 (57.5%) そ 逆風 中 2022 入院患者数 2034 病床稼働率96.6％

均在院 数8.4 病棟稼働 16.4億 増加 病院経営 貢献 い 思わ 均在院

数 10 い や 入院化学療法 短期入院 大 貢献 い 思わ 現在 昔 病棟 現在 B

棟 改修工事 行わ 最終形 2024 3 完成 定 現在 病棟 B棟5階 ワンフ 消化器 腫

瘍外科 55床 増床 併症 あ イ 症例 多 各班 ンフ ン 加え 医療安全 観

M&M (mortality  & morbidity) ンフ ン 定期的 行い診療科全体 意識や情報 統一 医療 質 向 心掛

い コ 禍 響 手術件数 横ばい 手術室数 床あ 手術 入 余力 あ 2022

行 行わ い 支援 食 除術 支援 胃 除術 加え 支援 肝 除術 支援 直腸

除術 開始 原稿 書 や コ 5類 引 現実 安 感 覚え 出口 見え い

コ 禍 終息 見え 入院時必須 あ PCR検査 世界的 ン い 時間 終

息 い 実感 早 穏 世界 戻 祈念 後 高 安全 医療 提供 う タ フ一 力

致 益々 指 鞭撻 願い

山口大学大学院医学系研究科
消化器 腫瘍外科学 病棟医長

鈴木 伸明
Nobuaki Suzuki
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臨床報告 外来

山口大学大学院医学系研究科
消化器 腫瘍外科学 外来医長

前 訓子
Noriko Maeda

2022 10 任 晋 生 外来医長 引 成12 卒 前 当科 外来診療 現状 い 報告

御紹 頂い 患者 初診 消化器疾患 永 浩昭教授 武 茂医師 鈴木伸明医師 火曜 金曜 乳腺 状

腺疾患 前 火曜 金曜 薬物療法 井岡 也医師 曜 木曜 診察 い 治療方針 院 キ ンサ

当科 プ ンフ ン 経 決定 初診外来 い曜 御紹 頂い 一 当番医 対応

い 後 記 様 診療 流 患者 再 来院 願い 緊急 要 患者

紹 関 限 い 外来診療 事前 約 願い

過去6 間 外来関連 タ 記 示 2020 新型コ ウイ 蔓延 伴い 外来延 患者数 い 減

少 外来診療収入 化学療法患者 増加 あ 高い水準 保 い 腫瘍 科外来開始 多 除

不能 再発症例 紹 い い 院外 紹 患者数 増加傾向 あ 教室 化学療法 手術治療 連携

局所進行症例 対 術前術後 化学療法 含 集学的治療 行う症例 増え い 青山会会員

生方 紹 並 支援 感謝い 後 質 高い診療 提供 山口県

高難 手術 集約化 参 後 皆 益々 指 鞭撻 賜 様 願い

外来診察初診担当医

水 木 外来担当当番医 初診対応 行 い

専門 火 金

肝臓・胆道・膵臓 永野 浩昭 永野 浩昭

肝移植 永野 浩昭 永野 浩昭

部消化管 武田 茂 武田 茂

大腸・肛門 鈴木 伸明 鈴木 伸明

乳腺・甲状腺 前田 訓子 前田 訓子



入院患者数

スタッフ
武田 茂 飯田通久

渡邊裕策 西山 郎 中島千代

手術症例数

食道疾患 52例

食道癌 47例 (87%)

食道 4例 (10%)

他 1例 (3%)

胃疾患 82例

胃癌 69例 74％

GIST 6例 9％

十二指腸腫瘍 1例 6％

・内 3例 4％

腹膜炎 2例 4％

他 1例 1％

食道疾患名 42例 術式 42例

食道癌 26例 26例 支援食道切除術 12例

胸腔鏡下食道切除術 13例

縦隔鏡下食道切除術 1例

食道癌関連 13例 呼吸不全 例 気管切開術 例

頸部乳 漏 1例 胸腔鏡下胸管結紮術 1例

頸部出血 例 止血術 1例

下咽頭癌 10例 遊離空腸再建 10例

良性疾患 5例 食道裂孔 4例 腹腔鏡下噴門形成術 4例

1例 腹腔鏡下癒着剥離術 1例

上部消化管 ー 武田 飯田 渡邊 西山 中島 ー 食道・胃疾患 診療 行 2022年 新
規患者 134例 手術 119例 大半 食道癌 胃癌 症例 当科 日本食道学会食道外科専門医施設や日本胃癌学
会認定施設A 認定 受 専門医 最新 治療体制 整え 内視鏡技術認定医 4名 在籍
通常 内視鏡下手術 加え 支援食道切除術や 支援胃切除術 積極的 導入 低侵襲 安全 手術

目指 最近増え い 食道胃接合部癌 専門性 生 腹腔鏡下噴門側胃切除や胸腔鏡
併用 切除・再建 機能温存 根治性 目指 手術 行 い 進行・再発症例 対 腫瘍
ー 連携 最新 基 抗 剤や免疫 阻害剤 治療 行い 術前化学療法

術後補助療法 含 包括的 治療 提供 う 心掛
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胃疾患名 77例 術式 77例

胃癌 63例 82％ 腹腔鏡下幽門側胃切除術 23例

腹腔鏡下胃全摘術 7例

腹腔鏡下噴門側胃切除 5例

開腹胃全摘術 2例

幽門側胃切除術 15例

噴門側胃切除術 1例

胃全摘術 1例

腹腔鏡下 術 1例

審査腹腔鏡 7例

大動脈LN郭清 1例

GIST 7例 9％ 腹腔鏡下胃部分切除術 6例

左上腹部内蔵全摘 1例

十二指腸 GIST 3例 4％ LECS 十二指腸部切 3例

正中弓状靭帯症候群 1例 1％ 腹腔鏡下正中弓状靭帯切離 1例

・内 3例 4％ 腹腔鏡下 解除 3例

腹膜炎 2例 3％ 腹腔鏡下大網充填 2例

ッ
1月 第4回山口食道 研究会 開催

2月 山口県外科・救急真菌症 講演 武田

3月
第94回日本胃癌学会総会 WEB開催 参加 武田 飯田 中島
JCOG食道班会議 WEB参加 武田 渡邊 西山
第19回山口県消化管 ー 開催

4月 第122回日本外科学会定期学術集会 熊本 参加 武田 飯田 渡邊 西山 中島

5月 内視鏡外科技術認定医 胃 認定 中島

6月 第65回関西胸部外科学会学術集会(浜松) 参加 武田 渡邊 西山

7月
第77回日本消化器外科学会総会(横浜 参加 武田 飯田 渡邊 西山 中島
JCOG食道班会議 WEB参加 武田 渡邊 西山

9月
第97回中国四国外科学会総会・第27回中国四国内視鏡外科研究会 参加

武田 飯田 渡邊 西山
第76回日本食道学会学術集会 東京 参加 武田 渡邊 西山

10月 第60回日本癌治療学会学術集会 神戸 参加 武田

11月

JDDW2022 参加 武田 飯田 渡邊
JCOG食道班会議 参加 武田 渡邊 西山
第35回日本外科感染症学会総会学術集会 参加 武田
第6回山口消化管内視鏡外科研究会 開催
Esophageal Cancer Seminar in Yamaguchi 開催
日本内視鏡外科学会 支援手術 ー 認定 武田

12月 第35回日本内視鏡外科学会総会 名古屋 参加 武田 飯田 渡邊 西山 中島
10



令和4年研究報告 令和4年12月31日現在

ID 試験名 対象 実施責任組織 進捗状況

jRCT1030220248 臨床病期I-IVA T4 除 胸部上中部食道扁平
上皮癌 対 予防的鎖骨上 節郭清省略
関 化比較試験

JCOG2013

食道癌 JCOG 実施中

UMIN000043703

化学療法後 増悪 根治切除不能 進行・再
発食道扁平上皮癌 対 Nivolumab療法

ー ー探索 含 前向 観察研究
ANTARES study

食道癌 慶應義塾大学 実施中

UMIN000034178 食道癌術前化学療法時 栄養介入 術前
及 影響 関 後向 探索的

研究

食道癌 山口大学 登録終了

UMIN000015107 切除不能 再発食道癌 対 CF
+5-FU 療法 bDCF biweekly 

+CF 療法 化第III 相比較試験
JCOG1314

食道癌 JCOG 登録終了

UMIN000017628 臨床病期I/II/III食道癌 T4 除 対 胸
腔鏡下手術 開胸手術 化比較第III相試
験 JCOG1409

食道癌 JCOG 登録終了

UMIN000031285 切除不能・進行再発胃癌 対象 weekly 
nab-Paclitaxel＋Ramucirumab併用療法 有用
性 検討 第 相臨床試験

胃癌 山口大学 実施中

jRCTs031220572
術後補助化学療法中 終了後早期 再発
胃癌 対 CapeOX＋ 療法 第 相
試験 FirSTAR試験

胃癌 JACCRO 実施中
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入院患者数(化学療法含

ッ
鈴木伸明、吉田 晋、友近 忍

手術症例内訳

良性疾患 81例
13例

直腸脱 7例

炎症性腸疾患 10例

急性虫垂炎 4例

肛門疾患 2例
腹膜炎・腹腔内膿瘍 13例

小腸疾患 3例

人工肛門形成状態 (人工肛門閉鎖術 15例

他 14例

2022年 下部消化管 ー 鈴木 吉田 友近 ー 中心 診療 行い 手術患者数 190例 結
腸・直腸癌症例 対 根治的手術 90例 再発 除 初回手術 85例 う 鏡視下手術 83例 (97.6%)

症例 鏡視下手術 施行 良性疾患 関 積極的 鏡視下手術 導入 い 2022年
日本内視鏡外科学会 技術認定制度 消化器・一般外科領域 大腸 関 や 苦節数年 経 鈴木

取得 伴い 支援下直腸切除術 高難度新規医療技術評価委員会 申請 2022年9月
ー招聘 1例目 開始 現在 10数例症例 蓄積 い 手術室 Xi 台目 導入

症例集積 ー 上 考え 今後 支援下結腸切除術 早期 導入 症例集積予定 手術
TaTME 経験 蓄積 今 切除 難渋 い Bulky tumor 対 術前化学療法 腫瘍 縮小
経肛門 良好 視野 two team制 時間短縮 手術 可能 い

12

結腸/直腸癌 べ人数 600例

盲腸癌・回盲部癌 61例
上行結腸癌 96例
横行結腸癌 91例
下行結腸癌 16例
S状結腸癌 111例
直腸癌 225例

疾患別 手術症例：187例
大腸癌 人工肛門造設含 97例

大腸癌再発 5例

直腸NET 1例
ー 病・潰瘍性大腸炎 9例・1例

13例
虫垂炎 4例 緊急 3例
腹膜炎・腹腔内膿瘍 13例

緊急 9例 準緊急 1例
小腸疾患 3例
肛門疾患 痔核 痔瘻等 2例
直腸脱 7例
人工肛門形成状態

人工肛門閉鎖 15例
他 14例

大腸癌根治手術 85例
年齢 平均 範囲 70.7歳 (42-89)

75歳以上 % 34例 (39.5％
腫瘍局在 重複癌含

盲腸 5例
上行結腸 14例
横行結腸 7例
下行結腸 5例
S状結腸 18例

直腸・肛門 37例・0例
pStage

0 2例
14例
41例
16例
10例

ypCR 2例



ッ

1月 東京 開催 第96回大腸癌研究会 開催 参加 友近 兼定

4月 熊本 開催 第122回日本外科学会定期学術集会 開催 参加 鈴
木 吉田 兼定 小佐々

5月 佐賀 開催 第76回手術手技研究会( 開催) 参加 (友近

5月 京都 開催 第43回癌免疫外科研究会 参加 (山本 千々松 兼定 古谷

7月 大阪 開催 “第44回日本癌局所療法研究会( 開催) 参加 (小佐々

7月 東京 開催 第97回大腸癌研究会学術集会( 開催) 参加 (吉田 友近

7月 神奈川 開催 第77回日本消化器外科学会総会 開催 参加 鈴木
吉田 友近 兼定 小佐々

9月 岡山 開催 第97回中国四国外科学会総会 第27回中国四国内視鏡外科研究会 参加
兼定

10月 千葉 開催 第77回日本大腸肛門病学会学術集会 参加 鈴木 友近 兼定

10月 兵庫 開催 第60回日本癌治療学会学術集会( 開催) 参加 吉田 兼
定 小佐々

10月 福岡 開催 第30回日本消化器関連学会週間(JDDW 2022)( 開催) 参加
鈴木 友近 兼定

10月 吉田晋先生 異動 伴い 送別会 行い

11月 東京 開催 第84回日本臨床外科学会総会 開催
参加 鈴木 兼定

12月 愛知 開催 第35回日本内視鏡外科学会総会 開催
参加 鈴木 友近 開催

13

大腸癌：術式別 90例

回盲部切除 10例

右半結腸切除 10例

横行結腸切除 4例

下行結腸切除 3例

S状結腸切除 21例

高位前方切除 11例 支援下 6
例

低位前方切除 20例 TaTME: 1例

ISR 4例 TaTME 4例

直腸切断術 1例 TpTME: 1例

大腸癌：術式別

骨盤内臓全摘 2例

Hartmann手術 1例

側方郭清 8例

他 3例

到達法 85例

腹腔鏡補助 77例 開腹移行例

う Ta / TpTME 7例

支援下 6例

開腹 2例(腹壁浸潤1例
巨大卵巣切除1例

10月 吉田 生送別会
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実施中 臨床試験

令和4年臨床試験一覧

終了 臨床試験
管理番号 試験名 対象 実施責任施設 進捗状況

H27-054
TCR 大腸 腫瘍浸潤 球 T細胞受容体 TCR 網羅

的解析 化学療法剤 効果予測 抗腫瘍特異的免疫誘導効果
関 研究

大腸癌 当院多施設 終了

H27-070

PARADIGM study RAS遺伝子 KRAS/NRAS遺伝子 野生
型 化学療法未治療 切除不能進行再発大腸癌患者 対
mFOLFOX6+ 併用療法 mFOLFOX6+

併用療法 有効性及 安全性 比較 第 相無作為化比較試
験 PARADIGM study

切除不能大腸癌
愛知県 ー

中央病院
国立 研究

ー東病院
終了

H27-203
CpG 進行・再発大腸 対 抑制性免疫解除剤+5種類

+CpG 複合免疫療法 第 相臨床試験 進行・再発大腸癌 山口大学 終了

H24-057
JFMC46-1201 再発危険因子 有 Stage 大腸癌 対

UFT/LV療法 臨床的有用性 関 研究 大腸癌 東海大学 終了

管理番号 試験名 対象 実施責任施設 進捗状況

H27-198

JACCRO CC-13,DEEPER試験 RAS野生型進行大腸癌患者
FOLFOXIRI＋ FOLFOXIRI＋ 最大腫

瘍縮小率(DpR) 検討 無作為化第 相臨床試験 (JACCRO CC-13
試験)

大腸癌 香川大学 実施中

H28-004

JACCRO CC-13試験 AR RAS野生型進行大腸癌患者
FOLFOXIRI＋ FOLFOXIRI＋ 最大腫瘍縮
小率(DpR) 検討 無作為化第 相臨床試験 ー ー
研究 (JACCRO CC-13AR)

大腸癌 聖
医科大学 実施中

2018CRB001
JACCROCC-16 RAS遺伝子野生型切除不能進行・再発大腸癌

二次治療FOLFIRI＋ 併用療法 第二相試験 切除不能大腸癌
香川大学医学部

実施中
附属病院

H2019-006
RAS遺伝子野生型切除不能進行・再発大腸癌 二次治療

FOLFIRI＋ 併用療法 第 相試験 ー
ー研究(JACCROCC-16AR)

切除不能大腸癌 聖
医科大学 実施中

H2019-090
EXPERT付随 大腸癌肝転移 化学療法 与え 影響 関 探索

的観察研究 大腸癌肝転移 東京大学 実施中

H2019-155
MOEST study 高齢者Stage 大腸癌 対 術後補助化学療法

現状調査 高齢者大腸癌 大腸癌研究会 実施中

H2019-177

治癒切除不能進行・再発大腸癌 対 一次治療
/LV5FU2+ 療法後 XELOX/FOLFOX +

逐次療法 XELOX /FOLFOX + 併用療法 多施設共同
化第 相臨床試験 参加者 対象 追跡予後調査 目的

観察研究 (C”-Study)

切除不能大腸癌 川崎医科大学 実施中

2021-032
RASMEX study RAS 遺伝子変異型腫瘍 有 切除不能進行・

再発大腸癌患者 化学療法後 血中RAS 遺伝子変異 評価
観察研究(JACCRO CC-17)

切除不能大腸癌 聖
医科大学 実施中

2021-061
直腸癌手術 適切 Circumferential resection margin CRM

Distal Margin(DM) 関 多施設前向 観察研究 直腸癌 国立 研究
ー東病院 実施中

2021-142
JACCRO CC-18 BRAF変異型大腸癌 対 BRAF阻害薬併用療

法 ー ー探索 含 観察研究 BEETS試験 大腸癌 聖
医科大学 実施中

2022-171c
結腸癌 対 体腔内吻合 短期・長期成績 関 後向 ・前向

ー 研究 大腸癌 大阪医科薬科大学 実施中



入院患者数 化学療法 含

ッ
徳光幸生、新藤芳太郎、

松井洋人、中島正夫

胆道疾患 141

胆嚢癌 43

胆管癌 55

十二指腸乳頭部癌 4

良性・ 他 39

膵・脾疾患 476

膵癌 454

PNET 3

IPMN 15

慢性膵炎 4

手術症例数

消化器・腫瘍外科学講座 肝胆膵 ー い 紹介致 私 山口県 唯一 日本肝胆膵外科学会 定 “高
度技能修練施設” 中 “認定施設A” 高難度手術 年間50例以上 施設 肝臓・胆道・膵臓領域 悪性疾患 中心
診療 行 い 肝細胞癌や転移性肝癌 対 低侵襲 腹腔鏡下肝切除 第一選択 現在 肝切除 う

8割以上 方 対 腹腔鏡手術 行 い 2022年4月 保険適応 支援下肝切除 8月 導入
高精度 低侵襲手術 提供 力 注い い 一方 胆道癌・膵臓癌 難治癌・進行癌 対 腫瘍内科 協力

下 化学療法 後 根治術 行 治療成績 向上 目指 い 遠方 多 患者 紹介頂い 他院
手術 難 い 判断 う ー 常 切除 可能性 追求 続 い

() 腹腔鏡手術症例 ＊重複あ

肝疾患 162

肝細胞癌 31

転移性肝腫瘍 18

肝内胆管癌 109

肝良性疾患 3

肝硬変 肝移植 1

15

肝切除 生体肝移植
胆管切
除再建

肝膵同時
切除

膵頭十二
指腸切除

膵体尾
部切除

膵
全
摘

膵
中央
切除

他 計葉切
以上 区域 亜

区域
外側
区域 部分 ー

肝細胞癌 1 3(1) 2(1) 1(1) 18(16) - - 25(19)

肝内胆管癌 2 2(1) 1(1) 2* - - 4(4) 9(6)

転移性肝癌 18(17) - - 18(17)

他 肝疾患 1(1) 1(1) - - 3(3) 5(5)

肝門部･上部
胆管癌

4* 4* 1 5

中･下部胆管癌 3 3

胆嚢癌 3(3) 3 5(5) 11(8)

乳頭部癌 4 1(1) 5(1)

他 胆道
疾患

2(2) 1 9(9) 12(11)

膵頭部癌 - - - - - 18 18(18) 37(18)

膵体尾部癌 - - - - - 1 8(4) 1 15(15) 25(19)

他 膵疾患 - - - - - 4 6(3) 1 2 1 5(1) 17(5)

上記以外 2 7(3) 9(3)

計 7* 6(3) 2(1) 1(1) 43(40) 8* 32 14(7) 2 2 1 68() 181(112)



ッ

3月 第4回山口肝移植診療検討会 開催 全員

4月 系統的肝切除 胆嚢牽引法 論文 Ann Gastroenterol Surg誌 掲載 徳光

松隈 徳山中央病院 出向 松隈

5月 第11回山口膵・胆道疾患研究会 Web 開催 全員

藤田医科大学 支援下肝切除 手術見学 行 徳光・中島

中島先生 内視鏡外科学会技術認定医 肝臓 認定 中島

6月 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会 参加 全員

新藤先生 肝胆膵高度技能専門医 認定 新藤

8月 支援下肝切除 導入 全員

11月 第5回山口肝移植診療検討会 開催 全員

第12回山口膵・胆道疾患研究会 WEB 開催 全員

12月 膵島移植 関 論文 Cell Transplant 掲載 い 新藤

16

支援下肝切除手術風景 支援下肝切除 ー 越 頂い
北里大学 ー 海津貴史先生

中島先生 技術認定医新藤先生 高度技能医



令和3年診療研究情報報告 令和3年12月31日現在

終了 臨床試験
UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

肝 UMIN000040758
ー 下小肝癌 対 腹腔鏡手術 有用性 関 多施設共同後
向 観察研究 肝細胞癌 山口大学・九州肝臓外科

研究会 終了

UMIN000029991
根治切除可能肝細胞癌(HCC) 対 周術期補助療法
HSP70由来 +GPC3由来 ＋IMP321+Hiltonol 用
い 複合免疫療法 第I相臨床試験 YCP02試験

肝細胞癌 山口大学 終了

膵 山口県内 膵癌根治切除症例 関 多施設共同後 向 観察研究 膵癌 山口大学 終了

UMIN000027775
根治切除不能局所進行膵癌 対 GEM＋nab-PTX療法 有用性

関 前向 多施設共同研究 GEAR study
BR-A膵癌 九州大学 終了

UMIN000034265
76歳以上 切除非適応膵癌患者 対 非手術療法 前向 観察
研究 膵癌 国立 ー東病院 終了

切除不能膵退形成膵癌治療成績 関 他施設共同後 向 観察研
究 膵癌 JCOG 終了
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実施中 臨床試験

UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

肝 JCOG1315c 切除可能肝細胞癌 対 陽子線治療 外科的切
除 非 化同時対照試験 肝細胞癌 JCOG 実施中

門脈腫瘍栓 伴う高度進行肝細胞癌 対 集学的治療 安全性
有用性 い 前向 観察研究 肝細胞癌Vp3-4 山口大学 実施中

門脈内腫瘍栓 伴う高度進行肝細胞癌 対 治療方針 安全
性 有用性 い 後 向 観察研究 肝細胞癌Vp3-4 山口大学 実施中

C型肝炎SVR後発症 肝細胞癌 対 肝切除 IFN治療 DAA治
療 臨床病理学的・分子生物学的比較検討 関 多施設共同研
究

肝細胞癌 九州大学 実施中

CHALLENGE trial:JON2103-H Child-Pugh分類B 進行肝細
胞癌患者 対象 ＋ 併用療法 第
II相試験

肝細胞癌 JON 実施中

Machine learning 用い CT画像解析 肝細胞癌 悪性度診
断 肝細胞癌 熊本大学 実施中

UMIN000036286
大腸癌同時性肝転移 対 腹腔鏡下大腸・肝同時切除 安全性
関 前向 観察研究 大腸癌肝転移 山口大学 実施中

肝細胞癌 肝中央二区域切除 術中出血 術後合併症
因子解析 短期予後 関 多施設共同研究 肝細胞癌 宮崎大学 実施中

肝移植 周術期腸内細菌叢 変化 感染性合併
症 関係 術後敗血症 早期予測 ー ー探
索研究

肝移植 山口大学 実施中

切除不能肝細胞癌 + 併用療法
外科的切除 用い 集学的治療 安全性 有効性 検討 多施設
共同第2相臨床研究 RACB

肝細胞癌 京都大学 実施中

免疫 阻害剤投与後 AFP400ng/ml以上 進行
肝細胞癌 対 化比較第

相試験 JON2101-H
肝細胞癌 神奈川県立 ー 実施中

免疫 k 阻害剤投与後 進行肝細胞癌 対
化比較第3相試験 JON2102-

H
肝細胞癌 神奈川県立 ー 実施中
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実施中 臨床試験
UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

胆 UMIN000035352
胆嚢癌疑診例 対 腹腔鏡手術 安全性 関 前向 観察研
究 胆嚢癌 山口大学 登録終了

肝内結石症第8期全国横断調査 肝内結石症 杏林大学 実施中

UMIN000027785
胆嚢癌 診断 予後 関 前向 観察研究 GALLOP 胆嚢癌 東北大学 登録終了

UMIN000038239
局所進行胆道癌 対 Conversion surgery 治療成績 予後因
子解析 関 後方視的観察研究 胆道癌 日本肝胆膵外科学会 登録終了

JCOG- ・ 連携 胆道癌 JCOG 実施中

UMIN000036449
肝葉切除 伴わ い胆道癌切除例 対象 /

GC)併用療法 /TS-1 GS)併用療法 術
後補助化学療法 化第2相試験 KHBO1901

胆道癌 KHBO 大阪国際
ー 実施中

胆道癌 術後補助療法 薬剤感受性予測因子 関 検討
JCOG1202A1

胆道癌 JCOG 実施中

[日韓共同 研究]Vater 乳頭部癌 対 術後補助療法
治療成績 関 後方視的観察研究 乳頭部癌 肝胆膵外科学会 実施中

胆管癌E7090試験 胆道癌 ー 実施中

FGFR2遺伝子再構成 伴う切除不能又 転移性 胆管癌患者 対
象 1次治療 Pemigatinib 有効性及 安全性

+ 併用化学療法 比較 評価 非盲検
化 実薬対照 多施設共同 第III相試験 FIGHT-302

胆道癌 INCYTE社 実施中

切除可能胆道癌 対 術前補助化学療法
＋ ＋S-1 GCS 療法 第 相試験 JCOG1920

胆道癌
JCOG 実施中

UMIN000045156
70才以上 進行胆道癌患者 対 化学療法 高齢者機能評価
関 前向 観察研究 JON2104-B

胆道癌
JON 実施中

膵 進行再発膵癌 対 /
FOLFIRINOX S-1LOX療法 比較 RCT

膵癌 JCOG 実施中

ー 一次治療後 再発性 転移性膵癌 対
nal-IRI S-1併用療法 第1/2相臨床試験 Phoenix study

膵癌 国立 研究 ー
東病院 承認済

切除可能膵癌 対 腹腔鏡下膵体尾部切除術 開腹膵体尾部切
除術 対 非劣性 検証 化比較第III相試験

JCOG2202
膵癌 JCOG 承認済

慢性膵炎 難治性疼痛 対 内科的 ー ョ 治
療 外科治療 比較解析 -多施設共同前向 実態調査-

慢性膵炎 藤田医科大学 実施中

膵頭十二指腸切除 幽門輪 意義 関 後方視的観察研
究 膵頭十二指腸切除症例 和歌山県立医科大学 実施中

腹腔鏡下膵体尾部切除術 術前難度評価 difficulty 
score 有用性 対 検証研究

膵疾患 九州大学 登録終了

UMIN000016380
膵・消化管 肺・気管支・胸腺神経内分泌腫瘍 患者悉皆登
録研究 TRINET1332

神経内分泌腫瘍 日本神経内分泌腫瘍研
究会 実施中

UMIN000037621
膵切除 抗血栓剤服用歴 術後経過 及 影響 関
研究 膵切除症例 肝胆膵外科学会 実施中

良性～低悪性度膵腫瘍 対 腹腔鏡下尾側膵切除術 際 脾温
存術 脾合併切除術 比較検討 Propensity score matching解
析 用い

良性～低悪性度膵腫瘍 九州大学 実施中

消化管・膵原発 切除不能進行・再発神経内分泌腫瘍 対
単剤療法 ＋ 併用療法

化第III相試験 JCOG1901
切除不能・再発NET

JCOG 実施中



令和3年診療研究情報報告 令和3年12月31日現在

申請中 臨床試験
UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

肝
Borderline resectable肝細胞癌 対 ＋

肝動注化学療法 多施設共同第 相試験 LEOPARD-
NEO

肝細胞癌 国立 研究 ー東
病院 準備中

胆
胆道癌 対 術後補助療法 療法 第II相試
験 KHBO2101 胆道癌 KHBO 準備中

膵
高齢者膵癌 対 術前GS vs GnP療法 第III相試験

JCOG2202 膵癌 JCOG 準備中

生殖細胞系列BRCA遺伝子病的 有 切除不能・再発
膵癌患者 FOLFOX療法 有効性 安全性 検討 第2相
試験 JON-2105-P

膵癌 JON IRB申請中

転移性膵癌 対 2 次治療 ー
/5-FU/ 併用療法 S-1 単剤療法 比較 傾向

用い 多施設共同後 向 ー 研究
JON-2109-P

膵癌 JON IRB申請中
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UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

肝胆膵癌 MSI-High肝胆膵領域癌 対 観察研究 肝胆膵領域癌 国立 研究 ー中
央病院 実施中

膵癌・胆道
癌

膵・胆道癌 対 集学的治療 術前化学療法 手術加療
適格症例 治療法選定 ー ー探索試験 膵癌・胆道癌 山口大学 実施中

肝胆膵領域
癌

肝胆膵領域癌 神経内分泌腫瘍 希少 ョ 対
治療開発 目的 ー ー 試験

Mascarpone:JON2108-O

肝胆膵領域癌 神経内
分泌腫瘍 JON 実施中

十二指腸 十二指腸癌外科的切除症例 臨床病理学的因子 予後 関 研
究 十二指腸癌 奈良県立医科大学 登録修了

臓器横断的 他

UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進歩状況

膵 UMIN000014795
消化管・肝胆膵原発 切除不能・再発神経内分泌癌 NEC 対象

／ 療法 化比較試験
NEC JCOG 実施中

2次化学療法実施中 切除不能膵癌患者 ePRO 用い QOL調
査研究 膵癌 杏林大学 承認済

十二指腸狭窄 有 切除不能進行膵癌 対象 初回化学療法導
入前 狭窄解除法 関 多施設共同後 向 観察研究 膵癌 千葉 ー 実施中

UMIN000029147
切除可能境界膵癌 対 Gemcitabine／nab-Paclitaxel併用療法

mFOLFIRINOX 術前化学療法 関 多施設共同前向
観察研究

膵癌 山口大学 登録修了

人中腸NET 臨床病理学的特性 関 多施設共同研究 中腸NET 東北大学 登録終了
Invasive intraductal papillary mucinous carcinoma (IPMC) 対

術後補助療法 有用性 関 後 向 観察研究 IPMC
和歌山県立医科大学 実施中

腹膜転移 有 膵 対 S-1+ 経静脈・腹腔内
投与併用療法 無作為化比較第III相多施設共同臨床試験 SP study

膵癌 関西医科大学 実施中

膵頭十二指腸切除術後 膵液瘻 術前 因子 関 多施設共同
後 向 観察研究 膵切除症例 山口大学 実施中

膵癌 対 樹状細胞ワ TLP0-001治験 膵癌 和歌山医科大学 登録終了

UMIN000043376 膵癌 対 審査腹腔鏡検査 臨床的意義 関 前向 観察研究 膵癌 山口大学 実施中



乳腺・甲状腺・副甲状腺 悪性・良性疾患 外科手術 薬物療法 診断 含 幅広 行 い
特 乳癌 節生検 い 3D CT- Real-time Virtual Sonography (RVS), 

ICG 節直接 ー 法 い 当科 方法 節 高精度
同定 い 当院 形成外科専門医 乳腺専門医 備わ 自家組織 考
慮 乳房再建手術 保険診療 行う 可能 遺伝性乳 卵巣 症候群 HBOC) 診断・治療 関

遺伝・ 診療外来 産婦人科 連携 行 い 2020年 保険収載以降 当科 加療中
遺伝性乳 卵巣 症候群 患者様 名 低減卵巣摘出術 行わ 対側乳房 予防切除術
2例 施行 今後 山口県唯一 遺伝性乳癌卵巣癌総合診療基幹施設 産婦人科や遺伝専門外来 協

力 遺伝性乳 診療 進 い 引 続 山口県 乳 診療 充実 今後 診療・教育・
研究 力 注 い 思い

入院患者数

ッ
前田訓子、鍋屋

手術症例数

乳腺疾患 162

乳癌 113

良性疾患 14

ー 検査 16

他 19

甲状腺・副甲状腺疾患 6

甲状腺癌 3

Basedow病 2

良性腫瘍・ 他 0

副甲状腺疾患 1

乳腺疾患 126

乳癌 対 手術 113

乳房切除術 103

う 乳房再建術 5

乳房温存術 10

良性・ 他 13

甲状腺・副甲状腺疾患 6

甲状腺癌 対 手術 3

甲状腺葉切除+頚部郭清 (2)

甲状腺全摘＋頚部郭清 (1)

甲状腺良性腫瘤 0

Basedow病手術 2

副甲状腺手術 1
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ッ

3月 JCOG乳 ー 参加 承認
4月 日本外科学会定期学術集会 鍋屋 前田 発表
7月 日本乳癌学会 鍋屋 前田 発表
9月 日本乳癌学会中国四国地方会 前田 発表 鍋屋 ー ョ 参加

UMIN ID 試験名 対象 実施責任組織 進捗状況

000000843 JBCRG-04 病理学的R1乳癌 JBCRG 登録終了

000001090 NSAS BC-06 閉経後乳癌 NSAS 登録終了

000002349 RESPECT HER2陽性乳癌 NSAS 登録終了

000018202
HER2陽性 進行・再発乳癌 対 再投与

有用性 検証 第III相臨床研究－ 再投
与試験 －JBCRG-M05(PRECIOUS)

HER2陽性乳癌 JBCRG 登録終了

000033384
BRCA1/2遺伝子変異陽性者 対 低減乳房切除
術 安全性 検討

遺伝性乳癌卵巣癌
症候群 山口大学 実施中

乳癌手術後 整容性 対 患者満足度 調査研究 乳癌術後 山口大学 実施中

000027938

HER2陽性進行・再発乳癌
併用療法
併用療法 比較検討 第III相臨床

研究-JBCRG-M06(EMERALD)

HER2陽性乳癌 JBCRG 登録終了

000039200 乳房専用PET検査 有用性 い 多施設探索研究 乳癌 山口大学 実施中
錫(Sn) ー 用い 超低線量胸部CT(乳腺領域)
画質評価 乳癌 山口大学 実施中

000038065
転移・再発乳癌 遺伝子 検査
FoundationOne® CDx 治療方針決定 与え 影響
検討 観察研究 JBCRG-C07 (REIWA study)

Stage IV 登録時
遠隔転移 有

進行・再発乳癌患者
JBCRG 実施中

乳 罹患 女性 妊孕性温存 選択 意思
決定支援 乳癌 山口大学 実施中

000030783
高齢者HER2陽性進行乳癌 対 T-DM1療法

＋ ＋ 療法
化比較第III相試験 JCOG1607

HER2陽性進行乳癌 JCOG 試験中止

000028298
受容体陽性・低 非浸潤性乳管癌 対

非切除＋内分泌療法 有用性 関 単群検証的試
験 (JCOG1505, LORETTA trial)

低 非浸潤性乳管
癌 JCOG 実施中

jRCTs031190
129

薬物療法 臨床的完全奏効 得 HER2 陽性原
発乳癌 対 非切除療法 有用性 関 単群検証的
試験 JCOG1806

c T1-2N0M0 
HER2陽性原発性乳癌 JCOG 登録終了

000042447

切除不能進行 転移・再発固形 患者 対
Electronic Patient‐Reported Outcome (ePRO) 

有用性 検証 多施設共同非盲検
化比較試験 PRO-MOTE 乳

切除不能進行
転移・再発乳

公益財団法人

ー
ー

実施中

ー 点滴静注用100mg特定使用成績調査(乳
癌) 患者 登録対象

中止後 後治療 関 ー 研究
進行再発乳癌 昭和大学 実施中

未成年 子 持 母親 各時期 経験 子
向 思い 各時期 求 調査 乳癌 山口大学 実施中



ッ
井岡達也、山田健介

薬物療法 進歩 続 適応 抗 薬や疾患 飛躍的 増え い 令和2年 腫瘍 ー 赴任 当院
い 薬物療法 行う患者 数 着実 増え 疾患や治療 年齢 個性 社会的背景

患者 私 腫瘍 ー 病気 あ 患者 や家族 何
考え 人 治療 続 い う 大切 い 今後 外来化学療法室 数 増え 予

定 外来 治療 行え 患者 数 増え 予想 最新 治療 提供 ＡＩ 活用
業務 円滑 進 一方 目 前 患者 向 合う時間 大事 い い 思 患者

情報発信や関連医療機関 連携 深 い い 常 考え い 今後 助力 程 願いい

診療実績

診療実績

疾患領域

食道 23例

胃 29例

大腸 95例

小腸・十二指腸 1例

疾患領域

肝臓 1例

胆道 肝内胆管癌含 51例

膵臓 80例

NET・NEC 6例

肉腫 1例

原発不明 3例

食道癌 切除不能 13例 胆道癌 術前補助 5例

術後補助 Nivo単剤 10例 肝内胆管
癌 含 臨床試験 JCOG1920試験 6例

胃癌 術前補助 2例 術後補助 15例

術後補助 12例 臨床試験 KHBO1901試験 3例

切除不能 15例 切除不能 22例

大腸癌 術前補助 23例 膵癌 R術前補助 13例

肝転移・肺転移 15例 BR術前補
助 7例

局所進行 8例 切除不能 52例

術後補助 20例 企業治験 3例

切除不能 52例 臨床試験 JCOG1611試験 5例
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美祢 公園 美祢市



第3回 山口食道 研究会
2022.1.19

基調講演
座長：高見 太郎 先生
山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学講座 教授

当科 け ッ 支援下食道癌手術 導入 初期経験
演者 ：武田 茂 先生
山口大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科学 診療准教授

特別講演
座長：永野 浩昭 先生
山口大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科学 教授

食道 診療 ー最近 話題ー
演者：竹内 裕也 先生
浜松医科大学医学部第二外科講座 教授
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第5回 山口県外科専門医育成会議
2022.2.26

総合司会：来嶋大樹先生
開会挨拶：武田 茂先生

修練医企画 問題症例検討道場
司会：北原正博先生、堤 甲輔先生、尤 暁琳先生

ー：濱崎太郎先生

ッ 〜 ュー 、 い一手〜
司会：来嶋大樹先生、近藤潤也先生

特別講演
座長：西村 拓先生
修練医 先生 向け

慶應義塾大学病院 施設・設備・研修 い
演者：松田 諭先生
慶應義塾大学医学部 一般・消化器外科 助教
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第4回 山口肝移植診療検討会
2022.3.10

特別講演
座長：永野 浩昭 先生
山口大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科学 教授

肝移植医療 取 組 20年 、福島 奮闘
演者：丸橋 繁 先生
福島県立医科大学 肝胆膵・移植外科学講座 教授

第9回 山口乳癌研究会
2022.4.27

Session1

司会：永野 浩昭 先生
山口大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科学 教授
乳腺外科専門医制度新設 あ
〜 ー 結果 踏 え 〜
演者：前田 訓子 先生
山口大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科学 助教

山本 滋 先生 JCHO徳山中央病院 乳腺外科 主任部長
長島 由紀子 先生 関門医療 ー 外科
藤井 雅和 先生 山口県総合医療 ー 外科

Session2

司会：濱野 公一 先生
山口大学大学院医学系研究科 器官病態外科学講座 教授
HER2陽性乳癌 対 周術期治療
演者：池田 雅彦 先生
福山市民病院 診療部次長／乳腺甲状腺外科 統括部長



第11回 山口膵・胆道疾患研究会
2022.5.17

総合座長：永野 浩昭 先生
山口大学大学院医学系研究科消化器・腫瘍外科学 教授

一般演題
山口県 膵癌化学療法 い
演者：松井 洋人 先生
山口大学大学院医学系研究科消化器・腫瘍外科学 助教

特別講演
膵癌 治療戦略 ー三本 矢 学 ー
演者：岡野 圭一 先生
香川大学医学部 消化器・総合外科学 教授
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第5回 山口肝移植診療検討会
2022.11.16

特別講演
座長：永野 浩昭 先生
山口大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科学 教授

九州大学 け 肝移植外科手術
演者：吉住 朋晴 先生
九州大学大学院医学系研究科 消化器・総合外科 教授



第12回 山口膵・胆道疾患研究会
2022.11.22
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特別講演
座長：永野 浩昭 先生
山口大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科学 教授

胆道癌集学的治療 現状
演者：江畑 智希 先生
名古屋大学大学院 医学系研究科 腫瘍外科学 教授
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英文論文
1. Ikeda N, Yamamoto H, Taketomi A, Hibi T, Ono M, Niikura N, Sugitani I, Isozumi U, Miyata H, Nagano H, Unno M, 

Kitagawa Y, Mori M. The impact of COVID-19 on surgical procedures in Japan : analysis of data from the National 

Clinical Database. Surg Today; . 2022 Jan ; 52(1):  22-35.

2. Nagano H. The impact of genomic medicine on gastrointestinal cancer surgery. Ann Gastroenterol Surg. 

2022 Jan ; 6(1): 6.

3. Azemoto N, Ueno M, Yanagimoto H, Mizuno N, Kawamoto Y, Maruki Y, Watanabe K, Suzuki R, Kaneko J, Hisada Y, 

Sato H, Kobayashi S, Miyata H, Furukawa M, Mizukami T, Miwa H, Ohno Y, Tsuji K, Tsujimoto A, Nagano H, 

Okuyama H, Asagi A, Okano N, Ishii H, Morizane C, Ikeda M, Furuse J. Endoscopic duodenal stent placement 

versus gastrojejunostomy for unresectable pancreatic cancer patients with duodenal stenosis before introduction of 

initial chemotherapy (GASPACHO study) : a multicenter retrospective study. Jpn J Clin Oncol. 2022 Feb ; 52(2): 

134-142.

4. Kubo S, Shinkawa H, Asaoka Y, Ioka T, Igaki H, Izumi N, Itoi T, Unno M, Ohtsuka M, Okusaka T, Kadoya M, 

Kudo M, Kumada T, Kokudo N, Sakamoto M, Sakamoto Y, Sakurai H, Takayama T, Nakashima O, Nagata Y, 

Hatano E, Harada K, Murakami T, Yamamoto M. Liver Cancer Study Group of Japan Clinical Practice Guidelines for 

Intrahepatic Cholangiocarcinoma. Liver Cancer. 2022 Feb ; 11(4): 290-314.

5. Tsunedomi R, Yoshimura K, Kimura Y, Nishiyama M, Fujiwara N, Matsukuma S, Kanekiyo S, Matsui H, Shindo Y, 

Watanabe Y, Tokumitsu Y, Yoshida S, Iida M, Suzuki N, Takeda S, Ioka T, Hazama S, Nagano H. Elevated 

expression of RAB3B plays important roles in chemoresistance and metastatic potential of hepatoma cells. BMC 

Cancer. 2022 Mar ; 22(1) : 260.

6. Tokumitsu Y, Tamesa T, Shindo Y, Sakamoto K, Nagano H. Application and utility of surgical techniques for cystic 

plate isolation in liver surgery. Ann Gastroenterol Surg. 2022 Mar ; 6(5) : 726-732.

7. Yamada K, Matsukuma S, Tokumitsu Y, Shindo Y, Ikeda Y, Nagano H. Surgical shunt ligation for a congenital 

extrahepatic portosystemic shunt with pulmonary hypertension : A case report. Int J Surg Case Rep. 

2022 Apr ; 93: 107024.

8. Tanabe M, Matsui H, Higashi M, Tokumitsu Y, Nagano H, Ito K. Pancreatic liposarcoma : a case report. Abdom

Radiol (NY). 2022 Jun ; 47(6): 1912-1916.

9. Iida M, Takeda S, Nakashima C, Nishiyama M, Watanabe Y, Suzuki N, Yoshino S, Nakagami Y, Tanabe T, 

Nagano H. Risk factors for non-gastric-cancer-related death after gastrectomy in elderly patients. Ann 

Gastroenterol Surg. 2022 Jun ; 6(6): 753-766.

10. Ashida R, Ioka T, Takada R, Fukutake N, Ikezawa K, Ohkawa K, Nagata S, Takahashi H. New Screening System 

Using Forward-Viewing Radial Endoscopic Ultrasound and Magnetic Resonance Imaging for High-Risk Individuals

With Familial History of Pancreatic Cancer. Front Med (Lausanne). 2022 Jun ; 9: 928182.

11. Elbadawy M, Fujisaka K, Yamamoto H, Tsunedomi R, Nagano H, Ayame H, Ishihara Y, Mori T, Azakami D, 

Uchide T, Fukushima R, Abugomaa A, Kaneda M, Yamawaki H, Shinohara Y, Omatsu T, Mizutani T, Usui T,

Sasaki K. Establishment of an experimental model of normal dog bladder organoid using a three-dimensional 

culture method. Biomed Pharmacother. 2022 Jul ; 151: 113105.

12. Okada M, Ihara K, Miyoshi K, Nakao S, Tanabe M, Tokumitsu Y, Harada E, Sakamoto K, Nagano H, Ito K. Portal 

vein embolization via the ipsilateral percutaneous transhepatic approach versus laparotomic transileocecal

approach : complications, profile and changes in future liver remnant volume. Br J Radiol. 2022 Jul ; 95(1135): 

20210854.

13. Doki Y, Ueno M, Hsu CH, Oh DY, Park K, Yamamoto N, Ioka T, Hara H, Hayama M, Nii M, Komuro K, Sugimoto M, 

Tahara M. Tolerability and efficacy of durvalumab, either as monotherapy or in combination with tremelimumab,

in patients from Asia with advanced biliary tract, esophageal, or head-and-neck cancer. Cancer Med. 

2022 Jul ; 11(13): 2550-2560.

14. Kubo S, Nagano H, Tsujie M, Seo S, Gotoh K, Wada H, Nakashima S, Ioka T. Microsatellite instability in patients 

with hepato-biliary-pancreatic malignancies in clinical practice (KHBO 1903). Int J Clin Oncol. 2022 Aug ; 27(8): 

1340-1347.
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15. Hamabe K, Nishikawa J, Goto A, Ogawa R, Hashimoto S, Hoshii Y, Iida M, Nagano H, Takami T. Flower in the 

duodenum (with video). Gastrointest Endosc. 2022 Aug ; 96(2): 383-384.

16. Matsuda A, Maruyama H, Akagi S, Inoue T, Uemura K, Kobayashi M, Shiomi H, Watanabe M, Arai H, Kojima Y, 

Mizuuchi Y, Yokomizo H, Toiyama Y, Miyake T, Yokoyama Y, Ishimaru K, Takeda S, Yaguchi Y, Kitagawa Y. Do 

postoperative infectious complications really affect long-term survival in colorectal cancer surgery? A multicenter 

retrospective cohort study. Ann Gastroenterol Surg. 2022 Aug ; 7(1): 110-120.

17. Mlecnik B, Torigoe T, Bindea G, Popivanova B, Xu M, Fujita T, Hazama S, Suzuki N, Nagano H, Okuno K,

Hirohashi Y, Furuhata T, Takemasa I, Patel P, Vora H, Shah B, Patel JB, Rajvik KN, Pandya SJ, Shukla SN, Wang Y, 

Zhang G, Yoshino T, Taniguchi H, Bifulco C, Lugli A, Lee JJ, Zlobec I, Rau TT, Berger MD, Nagtegaal ID, 

Vink-Börger E, Hartmann A, Geppert CI, Kolwelter J, Merkel S, Grützmann R, Van den Eynde M, Jouret-Mourin A, 

Kartheuser A, Léonard D, Remue C, Wang J, Bavi P, Roehrl MHA, Ohashi PS, Nguyen LT, Han S, MacGregor HL, 

Hafezi-Bakhtiari S, Wouters BG, Masucci GV, Andersson E, Zavadova E, Vocka M, Spacek J, Petruzelka L,

Konopasek B, Dundr P, Skalova H, Nemejcova K, Botti G, Tatangelo F, Delrio P, Ciliberto G, Maio M, Laghi L, Grizzi

F, Marliot F, Fredriksen T, Buttard B, Lafontaine L, Maby P, Majdi A, Hijazi A, El Sissy C, Kirilovsky A, Berger A, 

Lagorce C, Paustian C, Ballesteros-Merino C, Dijkstra J, Van de Water C, van Lent-van Vliet S, Knijn N, Mușină AM,

Scripcariu DV, Marincola FM, Ascierto PA, Fox BA, Pagès F, Kawakami Y, Galon J. Clinical Performance of the 

Consensus Immunoscore in Colon Cancer in the Asian Population from the Multicenter International SITC Study.

Cancers (Basel). 2022 Sep ; 14(18): 4346.

18. Nakagami Y, Hazama S, Suzuki N, Yoshida S, Tomochika S, Matsui H, Shindo Y, Tokumitsu Y, Matsukuma S, 

Watanabe Y, Iida M, Tsunedomi R, Takeda S, Fujita T, Kawakami Y, Ogihara H, Hamamoto Y, Ioka T, Tanabe T, 

Ueno T, Nagano H CD4 and FOXP3 as predictive markers for the recurrence of T3/T4a stage II colorectal cancer

: applying a novel discrete Bayes decision rule. BMC cancer. 2022 Oct ; 22(1): 1071.

19. Kobayashi S, Suzuki M, Ueno M, Maruki Y, Okano N, Todaka A, Ozaka M, Tsuji K, Shioji K, Doi K, Kojima Y, 

Tsumura H, Tanaka K, Higuchi H, Kawabe K, Imaoka H, Yamashita T, Miwa H, Nagano H, Arima S, Hayashi H, 

Naganuma A, Yamaguchi H, Hisano T, Umemoto K, Ishii S, Nakashima K, Suzuki R, Kitano Y, Misumi T, Furuse J, 

Ishii H. Comparing the Efficacy and Safety of Gemcitabine plus Nab-Paclitaxel versus Gemcitabine Alone in Older 
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from faecal samples. Ann Clin Biochem. 2022 Nov ; 59(6): 396-403.

22. Ono S, Adachi T, Ohtsuka T, Kimura R, Nishihara K, Watanabe Y, Nagano H, Tokumitsu Y, Nanashima A, 
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Nakamura M, Eguchi S. Predictive factors for early recurrence after pancreaticoduodenectomy in patients with 
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和文論文
1. 硲 彰一 玉田耕治 加藤直也 坂元亨宇 永野浩昭 消化器癌 対 新規複合免疫療法 2022年1月 89-91

2. 井岡達也 波多野悦朗 新藤芳太郎 徳光幸生 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 山田健介 永野浩昭 切除不能胆道
細胞障害性抗 薬 役割 腫瘍内科 第29巻 第3号 通巻171号 2022年3月 306-310

3. 尤 曉琳 松井洋人 松隈 聰 新藤芳太郎 徳光幸生 永野浩昭 腹腔鏡下核出術 診断 得 膵内副脾 発生
epidermoid cyst 1例 手術 第76巻 第3号 3月号 2022年3月 353-357

4. 硲 彰一 用い ワ 療法 免疫 腫瘍免疫学・ 免疫療法 全 理解！
2022年3月 41-42

5. 恒富亮一 免疫 腫瘍免疫学・ 免疫療法 全 理解！ 2022年3月 114-115

6. 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 中島正夫 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 Conversion therapy 意義
肝胆膵 第84巻 第5号 2022年5月 565-569

7. 井岡達也 永野浩昭 切除不能 再発胆道癌 対 薬物治療 第57回日本胆道学会学術集会記念誌 胆道癌 診断 治
療 動向2021-2022 2022年6月 58-60

8. 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂
井岡達也 永野浩昭 肝内胆管癌 対 薬物治療 臨床雑誌 外科 第84巻 第9号 8月号 2022年8月 998-1002

9. 中島正夫 恒富亮一 新藤芳太郎 徳光幸生 松井洋人 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂
井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 腫瘍免疫原性 免疫 阻害剤 癌 化学療法 第49巻 第9号 2022年9月
922-927

10. 新藤芳太郎 永野浩昭 慢性膵炎外科的治療 消化器疾患最新 治療2023-2024 2022年12月 391-394

11. 井岡達也 新藤芳太郎 徳光幸生 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 山田健介 永野浩昭 遠隔転移 有 metastatic

膵癌 対 化学療法 肝胆膵 第85巻 第6号 2022年12月 829-835

12. 前田訓子 鍋屋 鈴木伸明 武田 茂 為佐路子 長島由紀子 久保秀文 山本 滋 永野浩昭 山口県 高齢者
乳癌治療 関 ー 調査 癌 化学療法 第49巻 第13号 2022年12月 1402-1404

13. 金城尚樹 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 松隈 聰 中島正夫 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂
井岡達也 永野浩昭 巨大囊胞状腫瘤 呈 胃 GIST 肝転移 1切除例 癌 化学療法 第49巻 第13号 2022年12月
1494-1496

14. 小佐々貴博 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也
星井嘉信 永野浩昭 CRM 確保 困難 局所進行直腸癌 対 FOLFOXIRI 療法 術前化学療法 有用 あ 1例
癌 化学療法 第49巻 第13号 2022年12月 1609-1612

15. 中島千代 飯田通久 武田 茂 原田栄二郎 宮﨑健介 近藤潤也 河岡 徹 岡 一斉 渡邉 高橋 剛 井岡達也
濱野公一 永野浩昭 山口県 腹膜播種陽性胃癌 治療戦略 関 ー 調査 癌 化学療法 第49巻 第13号
2022年12月 1616-1618

16. 山本 滋 前田訓子 佐藤陽子 鍋屋 長島由紀子 久保秀文 永野浩昭 乳房温存手術 い 使用 乳腺円状部分
切除器具 開発 Oncoplastic Breast Surgery 7巻 2号 2022年 32-36
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国際学会発表・司会
The 17th Congress of Asian Society for Clinical Pathology and Laboratory Medicine (ASCPaLM) 

2022/10/7-10/9

1. Ioka T. Advanced Technical Seminar II Pancreatic Cancer. Poster. 

The 17th Congress of Asian Society for Clinical Pathology and Laboratory Medicine (ASCPaLM) 

2022/10/7-10/9

1. Ioka T. Advanced Technical Seminar II Pancreatic Cancer Diagnosis for pancreatic cancer～What can be done for 

early diagnosis～. Advanced Technical Seminar 

Asian-Pacific Congress of Robotic Laparoscopic Surgery 2022 (ACRLS 2022) 2022/12/8-12/10

1. Tokumitsu Y, Shindo Y, Matsui H, Matsukuma S, Nakajima M, Watanabe Y, Tomochika S, Yoshida S, Iida M, Suzuki 

N, Takeda S, Hazama S, Ueno T, Ioka T, Nagano H. The standardization of the Glissonian pedicle approach for the 

laparoscopic anatomical liver resection. Oral Session
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国内学会・研究会 発表・司会
第25回日本肝 分子標的治療研究会 1/8 福岡 日航福岡
1. 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂

井岡達也 永野浩昭 多発肝内転移 伴う進行肝細胞癌 対 分子標的薬 減量切除術 含 集学的治療 施行 1例
ー

第96回大腸癌研究会 1/20-1/21 ッ 開催 東京 浜松町 ベ ョ ー
1. 友近 忍 鈴木伸明 吉田 晋 桑原太一 松井洋人 松隈 聰 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂

井岡達也 硲 彰一 藤田知信 河上 裕 永野浩昭 StageII 大腸癌 再発予測 ー ー 免疫関連因子
検討 口演

2. 真崎純一 勝又健次 小林匡治 橋本幹弘 齋藤 彰 硲 彰一 鈴木伸明 永野浩昭 黒田雅彦 土田明彦 機械学習
用い Stage2 結腸 新規予後予測 開発 口演

3. 兼定 航 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 松隈 聰 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂
井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 R0 切除困難 局所進行直腸癌 対 FOLFOXIRI 療法 conversion surgery 有用
あ 一症例 示説

第19回日本臨床腫瘍学会学術集会 2/17-2/19 ッ 開催 京都 国立京都国際会館 ・ 京都宝ヶ池
1. 井岡達也 Cross-sectional Program 2 Imaging and procedure in oncology 臓器横断 Mini-Oral Session 

司会
2. 池田公史 井岡達也 上野 誠 奥坂拓志 Teng Zhaoyang 古屋桃子 古瀬純司 Nal-IRI+5-FU/LV vs 5-FU/LV in 

metastatic pancreatic cancer-Additional safety report of randomized Japanese phase 2 trial Mini-Oral Session

3. 佐川 保 辻 晃仁 佐竹悠良 中村将人 砂川 優 是久翔太郎 松浦正徒 湯浅康弘 峯 孝志 永野浩昭 重安邦俊
金城達也 小髙雅人 奥山浩之 久保田祐太郎 東風 貢 舛石俊樹 竹内正弘 市川 度 藤井雅志 抗EGFR抗体薬併用
化学療法 不応/不耐 進行再発大腸癌患者 対 2次治療 FOLFIRI/ 併用療法 第II相試験 JACCRO 

CC-16 Oral Session

4. 高原楠昊 中井陽介 藤澤聡郎 佐々木隆 森根裕二 渡邊一雄 上野誠 井岡達也 金井雅史 近藤俊輔 岡野尚弘 伊佐
山浩通 小池和彦 A prospective multicenter phase II study of FOLFIRINOX in patients with advanced and 

recurrent biliary tract cancer Oral Session

第94回日本胃癌学会総会 3/2-3/4 ッ 開催 神奈川 横浜
1. 武田 茂 ー26 ー ョ ー ー 司会
2. 飯田通久 ー62 高齢者胃癌1 ー 司会
3. 飯田通久 武田 茂 中島千代 西山光郎 渡邊裕策 吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 80歳以上高齢者胃癌手術

後 短期 長期成績 影響 及 術前因子 解析 口演

第122回日本外科学会定期学術集会 4/14-4/16 ッ 開催 熊本 熊本城 ー
1. 武田 茂 ー ー 40) 胃-合併症 ー ー 司会
2. 永野浩昭 ョ 14 腫瘍免疫学 免疫療法 最近 進歩 ョ 司会
3. 硲 彰一 ー ー 140) 大腸-基礎-1 ー ー 司会
4. 硲 彰一 会頭企画 知 い外科学 最新 免疫療法 講師
5. 藤原康弘 恒富亮一 吉村 清 松隈 聰 藤原信行 西山光郎 兼清信介 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 吉田 晋

飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 膵癌幹細胞様細胞 細胞表面 免疫関連分子 検討
ー ー

6. 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂
硲 彰一 井岡達也 永野浩昭 膵頭十二指腸切除術後膵液瘻 栄養学的指標 意義 ー ー
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7. 飯田通久 武田 茂 中島千代 渡邊裕策 西山光郎 松隈 聰 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 友近 忍 吉田 晋
鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 当科 十二指腸腫瘍 対 腹腔鏡・内視鏡合同手術 (LECS)

ー ー
8. 山田健介 井岡達也 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明

武田 茂 上野富雄 永野浩昭 高齢膵癌患者 対 術前 mFOLFIRINOX 療法 安全性 検討 ー ー
9. 前田訓子 鍋屋 鈴木伸明 武田 茂 長島由紀子 久保秀文 山本 滋 永野浩昭 術前化学療法症例

節評価 3D CT-lymphography(CTLG) 有用性 ー ー
10. 松村 優 河口義邦 阿部浩幸 牛久哲男 鍵村達夫 尾崎宣之 福澤謙吾 大塚由一郎 藤田秀人 高橋進一郎

永野浩昭 吉田和弘 馬場秀夫 山本雄造 高橋 祐 長谷川潔 術前化学療法 大腸癌肝転移 微小転移制御 関
組織学的検討 ー ー

11. 中島正夫 硲 彰一 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中上裕有樹 恒富亮一 玉田耕治 宇高恵子
坂元亨宇 加藤直也 斉藤 彰 土肥 俊 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 肝細胞癌 対

新規 ワ 療法 腫瘍微小環境 改変 複合免疫療法 提案 ョ
12. 新藤芳太郎 徳光幸生 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂

井岡達也 永野浩昭 膵癌術後 早期再発予測因子 検討 ー ー
13. 西山光郎 武田 茂 渡邊裕策 飯田通久 中島千代 松隈 聰 松井洋人 前田訓子 新藤芳太郎 徳光幸生 友近 忍

吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 硲 彰一 上野富雄 永野浩昭 食道癌術前 FP 療法 有害事象 検討
ー

14. 吉田 晋 鈴木伸明 友近 忍 松隈 聰 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久 武田 茂
井岡達也 硲 彰一 上野富雄 永野浩昭 下部進行直腸癌 術前短径 5mm 未満 側方 節 郭清 意義 あ

ー
15. 渡邉孝啓 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 中島千代 西山光郎 新藤芳太郎 徳光幸生 松隈 聰 松井洋人 友近 忍

吉田 晋 鈴木伸明 硲 彰一 上野富雄 井岡達也 永野浩昭 高齢者胃癌手術後 短期 長期成績 影響 及 術
前因子 解析 ー

16. 小佐々貴博 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 松隈 聰 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久 武田 茂
井岡達也 硲 彰一 上野富雄 永野浩昭 当科 90 歳以上超高齢者大腸癌手術症例 治療成績 ー

17. 渡邊裕策 武田 茂 西山光郎 飯田通久 中島千代 徳光幸生 新藤芳太郎 松隈 聰 松井洋人 友近 忍 吉田 晋
鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 食道癌術後胃管再建 再建経路別 検討 ー

18. 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 中島千代 松隈 聰 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 友近 忍 吉田 晋
鈴木伸明 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 80 歳以上 高齢者胸部食道癌 対 手術成績 ー

19. 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂
井岡達也 永野浩昭 胆嚢板牽引法 肝門部微細肝破砕 用い 腹腔鏡下肝 S8 亜区域切除術 ー

20. 木村祐太 徳光幸生 松隈 聰 松井洋人 新藤芳太郎 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明
武田 茂 井岡達也 永野浩昭 腹腔鏡下肝切除 肝十二指腸間膜確保 定型化 試 ー

21. 古谷 圭 新藤芳太郎 徳光幸生 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明
武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 膵体尾部癌 対 至適 節郭清 検討 ー

22. 金城尚樹 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明
武田 茂 井岡達也 永野浩昭 教室 膵神経内分泌腫瘍切除症例 治療成績 治療方針 検討 ー

23. 徳久晃弘 新藤芳太郎 徳光幸生 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明
武田 茂 井岡達也 永野浩昭 当科 原発性十二指腸癌 治療成績 ー

24. 兼定 航 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 松隈 聰 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久
武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 当科 大腸癌肝転移肝切除症例 予後 因子 検討

ー
25. 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 松隈 聰 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久 武田 茂

井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 当科 大腸手術縫合不全 目指 取 組 ー
26. 鍋屋 前田訓子 鈴木伸明 武田 茂 久保秀文 長島由紀子 山本 滋 永野浩昭 当科 75 歳以上高齢者乳

癌手術症例 検討 ー

第108回日本消化器病学会総会 4/21-4/23 ッ 開催
1. 井岡達也 胆道腫瘍 一般演題 口演 座長
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第58回日本肝癌研究会 5/12-5/13 ッ 開催 東京 虎 門 ー
1. 永野浩昭 症例検討会3 症例検討会 司会
2. 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂

井岡達也 永野浩昭 BCLC staging 肝癌診療 考え 肝細胞癌 resectability 教室 治療戦略
ョ

3. 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂
井岡達也 永野浩昭 右葉系系統的肝切除 胆嚢牽引法 用い 一括確保 ワー ョ

4. 中島正夫 恒富亮一 徳光幸生 松井洋人 新藤芳太郎 松隈 聰 中上裕有樹 玉田耕治 宇高恵子 坂元亨宇
齋藤 彰 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 新規 ワ 肝
細胞癌 免疫原性 向上 複合免疫療法 提案 一般演題

5. 日高匡章 江口 晋 市田晃彦 有田淳一 波多野悦朗 齋浦明夫 永野浩昭 進藤潤一 橋本雅司 竹村信行
田浦康二朗 阪本良弘 高橋 祐 脊山泰治 佐々木泰治 上村剛平 國土典宏 長谷川 潔 切除不能肝細胞癌 対

投与 ー ョ 手術 ―多施設前向 研究 LENS-HCC trial―
6. 佐伯一成 山崎隆弘 末廣 寛 田守昭博 岩佐元雄 山内由里佳 田邉規和 大野高嗣 川本大樹 西村達朗 松本俊彦

石川 剛 永野浩昭 高見太郎 肝細胞癌 対 分子標的治療薬 化 SEPT9 診断
ョ

第76回手術手技研究会 5/20-5/21 ッ 開催 佐賀 く
1. 友近 忍 鈴木伸明 吉田 晋 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭

横行結腸癌 対 頭側 ー 先行 ＃223郭清 有用性 ー ー
2. 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 永野浩昭

腹腔鏡下系統的肝切除術 経総胆管的胆管減圧 ュー 用い 術後胆汁漏予防 ー ー

第43回癌免疫外科研究会 5/26-5/27 京都 御所蛤御門前京都 ー 旧水戸藩邸
1. 硲 彰一 主題関連 主題関連2 消化管2 座長
2. 古谷 圭 中島正夫 恒富亮一 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松隈 聰 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 渡邊裕策

前田訓子 飯田通久 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 大腸癌 予後 ー ー う 血清 Proteinase-

3 検討 口演
3. 兼定 航 鈴木伸明 桑原太一 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 松隈 聰 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久

武田 茂 井岡達也 硲 彰一 藤田知信 河上 裕 永野浩昭 Stage  大腸癌 免疫関連因子 用い 再発予測
ー ー 検討 口演

4. 中島正夫 恒富亮一 徳光幸生 松井洋人 新藤芳太郎 松隈 聰 中上裕有樹 玉田耕治 宇高恵子 坂元亨宇
齋藤 彰 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 新規 ワ 腫
瘍免疫原性 向上 複合免疫療法 提案 主題

5. 千々松日香里 硲 彰一 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 兼定 航 恒富亮一 中上裕有樹 中島千代 松隈 聰
新藤芳太郎 松井洋人 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 Stage IV 大腸癌 新
規予後予測 ー ー MCP-3 検討 主題関連

6. 山本常則 恒富亮一 中島正夫 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松隈 聰 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 前田訓子
飯田通久 武田 茂 井岡達也 河上 裕 硲 彰一 永野浩昭 大腸癌患者 腫瘍内 発現 血中

濃度 関係 主題関連

第58回日本肝臓学会総会 6/2-6/3 ッ 開催 神奈川 横浜会議 ー
1. 中島正夫 松隈 聰 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 永野浩昭 肝細胞癌 対 新規 ワ 療法

腫瘍微小環境 改変 複合免疫療法 提案 一般演題 口演
2. 木村祐太 中島正夫 松隈 聰 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 永野浩昭 肝 細胞株 誘導 Cancer stem-

like cell NK 細胞 逃避能亢進 一般演題 口演
3. 松隈 聰 井岡達也 永野浩昭 教室 成績 見 大腸癌同時性肝転移 切除可能性分類 ワー ョ

2022年度日本肝臓学会前期教育講演会 6/4 WEB開催
1. 永野浩昭 肝移植 最新 知見 教育講演会
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第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会 6/10-6/11 愛媛 愛媛県県民文化会館
1. Nagano H Special Session2 Advices from board-certified HBP surgeons Moderators

2. Nagano H Video Symposium6 Resection and reconstruction of major blood vessel in surgery for hepatobiliary 

pancreatic cancer : indications based on the difficulty of surgery and long-term prognosis. Moderators

3. 永野浩昭 ー ー1 外科医 考え 胆道癌治療 最前線 司会
4. Matsukuma S, Tokumitsu Y, Shindo Y, Matsui H, Nakajima M, Watanabe Y, Tomochika S, Yoshida S, Iida M, Suzuki 

N, Takeda S, Ioka T, Nagano H The efficacy and safety of neoadjuvant chemotherapy for advanced gallbladder 

cancer Panel Discussion

5. Tokumitsu Y, Shindo Y, Matsui H, Matsukuma S, Nakajima M, Watanabe Y, Tomochika S, Yoshida S, Iida M, Suzuki 

N, Takeda S, Ioka T, Nagano HUse of biliary drainage tube via common bile duct in laparoscopic anatomical liver 

resection Requested Video

6. Nakajima M, Tokumitsu Y, Shindo Y, Matsukuma S, Matsui H, Watanabe Y, Tomochika S, Yoshida S, Iida M, Suzuki 

N, Takeda S, Ioka T, Nagano H Therapeutic strategy for repeat laparoscopic liver resection based on Difficulty 

score and Pringle maneuver Poster

7. Matsui H, Tokumitsu Y, Shindo Y, Matsukuma S, Nakajima M, Watanabe Y, Tomochika S, Yoshida S, Iida M, Suzuki 

N, Takeda S, Ioka T, Nagano H The efficacy of neoadjuvant chemotherapy in vulnerable patients with resectable

pancreatic cancer remains inadequate Poster

8. Shindo Y, Tokumitsu Y, Matsui H, Matsukuma S, Nakajima M, Furuya K, Iida M, Suzuki N, Takeda S, Ioka T, 

Nagano H Safety and feasibility of pancreaticoduodenectomy in octogenarians Poster

9. Ichida A, Arita J, Hatano E, Eguchi S, Saiura A, Nagano H, Shindoh J, Hashimoto M, Takemura N, Taura K, 

Sakamoto Y, Takahashi Y, Seyama Y, Sasaki Y, Uemura K, Kokudo N, Hasegawa K Multicenter prospective study to 

evaluate the efficacy of lenvatinib to achieve conversion surgery for initially unresectable hepatocellular 

carcinoma : LENS-HCC trial Panel Discussion

10. 永野浩昭 ョ ー 11 胆道癌治療 多職種連携 ョ ー

第31回日本癌病態治療研究会 6/23-6/24 ッ 開催 徳島 ー
1. 永野浩昭 消化器癌 対 Conversion Surgery 司会
2. 中島正夫 恒富亮一 徳光幸生 松井洋人 新藤芳太郎 松隈 聰 玉田耕治 宇高恵子 坂元亨宇 齋藤 彰 武田 茂

井岡達也 永野浩昭 新規 ワ 肝細胞癌 免疫原性 向上 複合免疫療法 提案
3. 山本常則 恒富亮一 中島正夫 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 飯田通久 武田 茂

井岡達也 永野浩昭 大腸癌術前血中 濃度 腫瘍内 発現 関係 ー

第30回日本乳癌学会学術総会 6/30-7/2 ッ 開催 神奈川 横浜 ー
1. 前田訓子 鍋屋 鈴木伸明 武田 茂 為佐路子 長島由紀子 久保秀文 山本 滋 永野浩昭 術前化学療法症例

3D CT-lymphography(CTLG) 用い 節 治療効果予測 e-Poster

2. 鍋屋 前田訓子 鈴木伸明 武田 茂 為佐路子 久保秀文 長島由紀子 山本 滋 永野浩昭 当科 75歳以上
高齢者乳癌手術症例 検討 e-Poster

3. 山本 滋 爲佐路子 鈴木有十夢 得能和久 長島由紀子 久保秀文 前田訓子 永野浩昭 節 転
移 認 乳房全切除施行症例 腋窩 節郭清省略 関 検討 e-Poster

4. 堤 甲輔 長島由紀子 前田訓子 久保秀文 山本 滋 永野浩昭 上大静脈症候群 契機 診断 再発乳癌 1例
e-Poster

第44回日本癌局所療法研究会 7/1 ッ 開催 大阪 千里 ー
1. 永野浩昭 主題2 転移巣 対 局所療法 座長
2. 中島千代 飯田通久 原田栄二郎 宮崎健介 近藤潤也 河岡 徹 岡 一斉 渡邊 高橋 剛 井岡達也

濱野公一 永野浩昭 山口県 腹膜播種陽性胃癌 治療戦略 関 ー 調査 一般演題
3. 小佐々貴博 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 松隈 聰 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久

武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 FOLFOXIRI 療法 conversion surgery 有用 あ 局所進行直腸癌 1例
一般演題

4. 前田訓子 鍋屋 長島由紀子 久保秀文 山本 滋 永野浩昭 山口県 高齢者乳癌治療 関 ー 調査
一般演題
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5. 金城尚樹 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明
武田 茂 井岡達也 永野浩昭 巨大嚢胞状腫瘤 呈 胃 GIST 肝転移 1切除例 一般演題

6. 佐伯晋吾 前田祥成 西田裕紀 徳久晃弘 北村義則 安藤靜一郎 山本達人 大腸髄様癌 一例 一般演題

第31回日本 転移学会学術集会・総会 7/7-7/8 ッ 開催 京都 京都大学百周年時計台記念館
1. 永野浩昭 ワー ョ 3 免疫 座長
2. 恒富亮一 吉村 清 木村祐太 西山光郎 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久

鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 肝癌幹細胞 自然免疫系 逃避 ワー ョ

第26回国際膵臓学会・第53回日本膵臓学会大会 7/7-7/9 ッ 開催 京都 国立京都国際会館
1. Ioka T Symposium3 Phase III trials for pancreatic cancer in progress Moderators

2. Nagano H Oral11 Treatment for Pancreatic Cancer Moderators

3. Shindo Y, Tokumitsu Y, Matsui H, Matsukuma S, Nakajima M, Iida M, Suzuki N, Takeda S, Ioka T, Nagano H

Vascular resection and reconstruction for advanced pancreatic cancer Video Symposium

第40回日本肝移植学会学術集会 7/7-7/8 ッ 開催 東京 京王
1. Nagano H Symposium International Symposium4 Transplant Oncology Chair

2. 永野浩昭 特別企画1 周術期生体 ー合併症 特別企画 座長

第97回大腸癌研究会学術集会 7/7-7/8 ッ 開催 東京 浜松町 ベ ョ ー
1. 永坂岳司 大場光芳 中村憲章 入谷光洋 矢野修也 硲 彰一 永野浩昭 Lynch 症候群除外診断用 MLH1methylation 

DNA Chip 開発 臨床応用 向 口演
2. 吉田 晋 鈴木伸明 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久 武田 茂 井岡達也

上野富雄 永野浩昭 当科 側方郭清 治療成績 示説
3. 友近 忍 鈴木伸明 吉田 晋 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也 永野浩昭

MSI-H 大腸癌 臨床病理学的検討 術後補助化学療法 影響 示説

第77回日本消化器外科学会総会 7/20-7/22 ッ 開催 神奈川 横浜
1. Nagano H Workshop18 Surgical technique and perioperative management to prevent sarcopenia frailty

ワー ョ 18 総論 ・ 防 手術手技・周術期管理 司会
2. 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 硲 彰一 永野浩昭 郭清 意識

右側結腸切除術 頭側 ー 有用性 主題関連演題
3. 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 松隈 聰 中島正夫 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 modified 

Frailty Index 基 い 切除可能膵癌 対 術前化学療法 必要性 要望演題
4. 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 徳光幸生 新藤芳太郎 吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 食道癌患者

周術期 ー ョ 術後成績 検討 一般演題
5. 西山光郎 武田 茂 渡邊裕策 飯田通久 中島千代 吉田 晋 友近 忍 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 切除不能・再

発食道癌 対 biweekly docetaxel/nedaplatin 療法 有用性 い 一般演題
6. 太田啓介 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 新藤芳太郎 徳光幸生 吉田 晋 鈴木伸明 永野浩昭 食道切除

抗血栓薬 術後短期成績 関連 い 一般演題
7. 古谷 圭 新藤芳太郎 徳光幸生 松井洋人 松隈 聰 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 80歳代 高

齢者 対 膵頭十二指腸切除術 適応 安全性 検討 一般演題
8. 山田健介 井岡達也 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 鈴木伸明 武田 茂 永野浩昭 高齢大腸癌

肝転移 対 術前補助療法 安全 ? 一般演題
9. 兼定 航 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 新藤芳太郎 徳光幸生 飯田通久 武田 茂 硲彰一 永野浩昭 肝転移個数

大腸癌肝転移 転移症例 探索 一般演題
10. 木村祐太 徳光幸生 中島正夫 松隈 聰 松井洋人 新藤芳太郎 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 Pringle 法

施行 い症例 腹腔鏡下肝切除術 安全性 一般演題
11. 松隈 聰 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 中島正夫 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 教室 成績

見 大腸癌同時性肝転移 切除可能性分類 一般演題
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12. 藤原康弘 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 新藤芳太郎 飯田通久 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 当科
局所進行直腸 対 術前化学療法 治療成績 一般演題

13. 渡邉孝啓 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 中島千代 西山光郎 徳光幸生 吉田 晋 鈴木伸明 永野浩昭 高齢者胃癌
手術後合併症 予後予測因子 CONUT score 有用性 一般演題

14. 中島千代 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 徳光幸生 吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 腹腔鏡下幽門
側胃切除術後 十二指腸断端 ー 因子 検討 一般演題

15. 飯田通久 武田 茂 中島千代 渡邊裕策 西山光郎 友近 忍 吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 当科
脾摘 伴う腹腔鏡下胃全摘 手技 成績 一般演題

16. 徳久晃弘 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 左側尾状葉
対 腹腔鏡下肝切除 視野展開 工夫 治療成績 一般演題

17. 恒富亮一 木村祐太 徳光幸生 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 吉村 清 永野浩昭 肝癌幹細胞
NK 細胞 免疫逃避 一般演題

18. 吉田 晋 鈴木伸明 友近 忍 徳光幸生 新藤芳太郎 飯田通久 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 高齢者大腸
癌手術症例 い 術前骨格筋量 他病死 予測因子 一般演題

19. 友近 忍 鈴木伸明 吉田 晋 新藤芳太郎 徳光幸生 飯田通久 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 腹腔鏡下結
腸切除術 体腔内吻合法 導入 短期治療成績 一般演題

20. 小佐々貴博 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 新藤芳太郎 徳光幸生 飯田通久 武田茂 硲 彰一 永野浩昭 当科
閉塞性大腸癌手術症例 治療成績 一般演題

21. 金城尚樹 松井洋人 永野浩昭 巨大嚢胞状腫瘤 呈 胃 GIST 肝転移 1切除例 専攻医
22. Shindo Y, Tokumitsu Y, Matsui H, Matsukuma S, Nakajima M, Iida M, Suzuki N, Takeda S, Ioka T, Nagano H

Pancreatectomy with vascular resection for locally advanced pancreatic cancer  局所進行膵癌 主要血管合併切
除 手技 成績 Video Symposium

第26回日本 免疫学会総会 7/20-7/22 ッ 開催 島根 島根県民会館
1. 中島正夫 恒富亮一 徳光幸生 松井洋人 新藤芳太郎 松隈 聰 中上裕有樹 玉田耕治 宇高恵子 坂元亨宇 齋藤 彰

吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 新規 ワ 肝細胞癌 免疫原性
向上 複合免疫療法 提案 一般演題

第49回日本膵切研究会 8/19-8/20 滋賀 琵琶湖
1. 永野浩昭 ョ ー2 司会
2. 新藤芳太郎 徳光幸生 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 井岡達也 永野浩昭 80歳以上 高齢者 対 膵頭十二指腸切除

術 治療成績 ・ ー
3. 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也

永野浩昭 SMA・SMV 合併切除 併施 原発巣 切除 え 進行 PNET 一例 要望演題

第97回中国四国外科学会総会 第27回中国四国内視鏡外科研究会 9/15-9/16 岡山 倉敷市芸文館
1. 永野浩昭 1 内視鏡手術 教育 座長
2. 武田 茂 ー ョ 1 胃 座長
3. 鈴木伸明 研修医・専攻医 ョ 消化管 大腸・小腸・肛門 座長
4. 渡邊裕策 一般演題 腹部救急・ 他 座長
5. 兼定 航 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也

永野浩昭 腹壁浸潤 伴う盲腸癌 対 術前化学療法後 腹壁合併切除 腹壁再建 施行 1例 一般演題
6. 渡邊裕策 武田 茂 西山光郎 飯田通久 中島千代 山本常則 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 友近 忍 前田訓子

吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 食道癌術後再発 対 治療成績
7. 飯田通久 武田 茂 中島千代 渡邊裕策 西山光郎 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 友近 忍 吉田 晋 鈴木伸明

井岡達也 永野浩昭 上部胃癌 対 腹腔鏡下胃全摘＋脾摘 要望
8. 梅野紘希 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久 武田 茂

井岡達也 永野浩昭 投与中 発症 irAE 腸炎 対 腹腔鏡下小腸切除 施行 1例 研修医・専攻医
ョ
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第76回日本食道学会学術集会 9/24-9/26 ッ 開催 東京 京王
1. 西山光郎 武田 茂 渡邊裕策 飯田通久 中島千代 友近 忍 吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 6分間歩行

食道切除術 周術期 与え 影響 い ー
2. 渡邊裕策 武田 茂 飯田通久 西山光郎 中島千代 徳光幸生 友近 忍 吉田 晋 鈴木伸明 永野浩昭 特発性食道破

裂 9例 検討 ー
3. 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 中島千代 友近 忍 吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 術前化学療法

行う食道癌患者 対 栄養介入 有効性 検討 ー

第30回日本 検診・診断学会総会 9/29-9/30 WEB開催
1. 井岡達也 田中幸子 主題5日本消化器 検診学会 膵癌 ー 対 定期的 検診 試 主題

第81回日本癌学会学術総会 9/29-10/1 神奈川 横浜
1. 中島正夫 恒富亮一 中上裕有樹 玉田耕治 宇高恵子 坂元亨宇 齋藤 彰 安達圭志 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生

飯田通久 鈴木伸明 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 新規 ワ 腫瘍免疫原性 向上 複合免疫療法
提案 腫瘍別

2. 山本常則 恒富亮一 中島正夫 松井洋人 新藤芳太郎 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭
大腸癌患者 血中 IL-6 濃度 腫瘍微小環境 免疫抑制状態 予後 関係 一般演題 ー ョ

3. 恒富亮一 吉村 清 松隈 聰 中島正夫 松井洋人 新藤芳太郎 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 硲 彰一
永野浩昭 自然免疫抵抗性肝癌幹細胞様 Sphere 細胞 ー 分泌 一般口演 Japanese Oral Sessions

4. 徐 明 恒富亮一 清谷一馬 友近 忍 中島正夫 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明
武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 転移性大腸癌 T 細胞浸潤 TCR 変動 対 抗 VEGF 抗
EGFR 抗体 効果 一般演題 ー ョ

第58回日本胆道学会学術集会 10/13-10/14 神奈川 横浜会議 ー
1. 井岡達也 ー2 胆道癌薬物療法 最前線 今後 展望 座長
2. 井岡達也 指導医養成講座3 化学療法
3. 井岡達也 ョ ー6 変わ ゆ 胆道癌治療 診断 個別化治療 ョ ー

第77回日本大腸肛門病学会学術集会 10/14-10/15 千葉 幕張 ッ 国際会議場
1. 友近 忍 鈴木伸明 吉田 晋 兼定 航 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也

永野浩昭 造影 CT 施行不可 あ 低位前方切除術後 横行結腸癌症例 対 ，ICG 蛍光法 中結腸動脈 術中
navigation 有用 あ 1例 一般演題 口演

2. 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也 永野浩昭
当科 脾弯曲部結腸癌 対 腹腔鏡下頭側 ー 先行手技 検討 一般演題 口演

3. 兼定 航 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也
永野浩昭 腹壁浸潤 伴う盲腸癌 対 術前化学療法後 腹壁合併切除，腹壁再建 施行 1例 一般演題 口演

第60回日本癌治療学会学術集会 10/20-10/22 ッ 開催 兵庫 神戸 ベ ョ ー
1. 永野浩昭 会長企画 1 地域 医療 課題 展望 均 化 進 ？ 司会
2. 松井洋人 井岡達也 徳光幸生 中島正夫 山田健介 渡邊裕策 友近 忍 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 永野浩昭

高齢者切除不能再発膵癌患者 Frailty 新 い評価 検討 臓器別ワー ョ
3. 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 中島千代 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 友近 忍 吉田 晋 鈴木伸明

井岡達也 永野浩昭 食道癌患者 周術期癌 ー ョ 効果 臓器別ワー ョ
4. 木村祐太 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 前田訓子 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明

武田 茂 井岡達也 永野浩昭 門脈腫瘍栓 伴う進行肝細胞癌 対 集学的治療 ー ー
5. 兼定 航 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也

永野浩昭 当科 大腸癌肝転移症例 対 集学的 治療戦略 い ー ー
6. 恒富亮一 吉村 清 木村祐太 西山光郎 松隈 聰 渡邊裕策 徳光幸生 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明

武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 進展・浸潤 関与 肝癌幹細胞様 Sphere 細胞 RAB3B 役割
e ー
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7. 水野伸匡 上野 誠 井岡達也 尾阪将人 奥坂拓志 高齢者進行膵癌 対 一次化学療法ー膵癌診療 2022

臓器別ワー ョ
8. 武冨紹信 池田徳彦 日比泰造 永野浩昭 小野 稔 北川雄光 森 正樹 新型 感染症流行下 本邦

外科医療 特別企画
9. 中村伸子 長谷部晋士 山中伸太郎 藤井知美 藤渕剛次 木谷彰岐 佐藤康史 新藤芳太郎 西庄俊彦 尾崎敏文 田端雅弘

薬師神芳洋 骨軟部腫瘍 治療 予後因子 い 考察 e ー
10. 吉田 晋 鈴木伸明 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久 武田 茂 井岡達也

上野富雄 永野浩昭 術前 GNRI 高齢者大腸癌患者 術後他病死 予測 一般口演
11. 小佐々貴博 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也

永野浩昭 当科 病理組織学的 stage  大腸癌手術症例 再発 因子 検討 一般口演

JDDW 2022 第30回日本消化器関連学会週間 10/27-10/30 ッ 開催 福岡 ッ 福岡 福岡国際会議場
1. 永野浩昭 ー ョ 51(肝臓学会) 胆道・ 他 臨床研究 座長
2. 永野浩昭 International Session Symposium 5 (消化器外科学会・消化器病学会・消化器内視鏡学会・肝臓学会)

大腸癌遠隔転移 対 外科的切除 中心 治療戦略 The role of surgical resection for distant metastasis of 

colorectal cancer 司会
3. 徳光幸生 新藤芳太郎 永野浩昭 最新 BCLC 2022 肝癌診療 考え 肝癌 intermediate stage 

resectability ョ
4. Suzuki N, Ioka T, Nagano H Examination of prognostic risk factors for colorectal cancer patients with liver metastasis 

and future strategies in our department International Session Symposium

5. 飯田通久 武田 茂 中島千代 西山光郎 渡邊裕策 新藤芳太郎 徳光幸生 友近 忍 吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也
永野浩昭 高齢者胃癌手術 短期 長期成績 影響 及 予測因子 探索 ー ョ

6. 友近 忍 鈴木伸明 吉田 晋 松井洋人 松隈 聰 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也
硲 彰一 永野浩昭 局所進行直腸癌 対 術前化学療法 FOLFOXIRI 療法 検討 ー ョ

7. 井岡達也 当院 胆道癌診療連携

第35回日本外科感染症学会総会学術集会 11/8-11/9 岡山 倉敷市芸文館
1. 武田 茂 6 消化管外科 SSI 座長
2. 丸山 弘 上村健一郎 赤木真治 小林美奈子 松田明久 渡邊 学 井上 透 塩見尚礼 下田 貢 種本和雄 新井洋紀

武田 茂 三宅 亨 問山裕二 横山康行 矢口義久 北川雄光 消化器癌手術 術後感染症 癌予後 与え 影響 多
施設共同調査―胃癌― 委員会企画 臨床研究支援委員会

3. 保田智彦 松田明久 丸山 弘 赤木真治 井上 透 上村健一郎 小林美奈子 塩見尚礼 渡邊 学 藤田武郎 武田 茂
福井康雄 問山裕二 横山康行 新井洋紀 種本和雄 北川雄光 食道癌手術 SSI 発生 長期予後悪化 因子
あ - 多施設共同調査 - 委員会企画 臨床研究支援委員会

4. 西山光郎 武田 茂 渡邊裕策 飯田通久 中島千代 山本常則 松井洋人 新藤芳太郎 前田訓子 徳光幸生 友近 忍
吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 食道癌周術期 感染性合併症 対 取 組

5. 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 中島千代 山本常則 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 友近 忍 吉田 晋
鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 胸腔鏡下食道切除術 術後合併症 長期予後 検討

第84回日本臨床外科学会総会 11/24-11/26 福岡 福岡国際会議場 ッ 福岡B館
1. 永野浩昭 ワー ョ 13 Intermediate stage HCC 対 治療戦略 司会
2. 鈴木伸明 要望演題 口演 26 縫合不全対策 座長
3. 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也

永野浩昭Intermediate stage 肝癌 resectability 考え ～最新 BCLC 2022 肝癌診療 ～ ワー
ョ

4. 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也
永野浩昭 膵頭十二指腸切除症例 対 膵管完全外瘻及 二期的再建術 治療成績 一般演題 示説

5. 池田徳彦 武冨紹信 日比泰造 永野浩昭 小野 稔 北川雄光 森 正樹 COVID-19 外科治療 影響 治療成績
関 考察 ワー ョ

6. 矢ヶ部朗 鈴木有十夢 佐藤哲也 縄田良祐 尤 曉琳 松隈 聰 得能和久 河岡 徹 藤田雄司 宮原 誠 秋山紀雄
山本 滋 出血性 ョ 日本刀 背部切創 救命例 研修医
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7. 新藤芳太郎 徳光幸生 松井洋人 松隈 聰 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂
井岡達也 永野浩昭 解剖学的 生物学的切除可能境界膵癌 対 術前化学療法 有効性 一般演題 示説

8. 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 中島千代 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 友近 忍 前田訓子 吉田 晋
鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 食道癌患者 周術期 ー ョ 効果 要望演題 口演

9. 梅野紘希 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久 武田 茂
井岡達也 永野浩昭 当科 他臓器浸潤 伴う結腸癌根治手術症例 治療成績 一般演題 示説

10. 中島正夫 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也
永野浩昭 節転移 伴う肝内胆管癌 対 術前化学療法 検討 ワー ョ

11. 渡邊裕策 吉田 晋 中島千代 中島正夫 西山光郎 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 友近 忍 前田訓子 飯田通久
鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 当院 外科医確保 育成 取 組 ョ

12. 友近 忍 鈴木伸明 吉田 晋 兼定 航 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也
永野浩昭 ー 関連合併症回避 一時的回腸人工肛門造設時 工夫

13. 兼定 航 鈴木伸明 吉田 晋 友近忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也
永野浩昭 当科 直腸癌術後骨盤内局所再発 対 治療成績 検討 一般演題 示説

14. 鈴木伸明 吉田 晋 友近忍 小佐々貴博 兼定 航 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久
武田 茂 井岡達也 永野浩昭 閉塞性大腸癌手術症例 大腸 留置術 有用性 一般演題 示説

第35回日本 学会学術集会総会 12/1-12/2 福島 ッ くし
1. 永野浩昭 2 消化器癌 ICI 最前線 座長
2. 恒富亮一 一般演題12 予後予測 ー ー 2 一般演題
3. 中島正夫 恒富亮一 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 中上裕有樹 玉田耕治 宇高恵子 坂元亨宇 齋藤 彰 渡邊裕策

友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 免疫 阻害剤 治療
限界 克服 う 新規 ワ 腫瘍免疫原性 向上

4. 山本常則 恒富亮一 中島正夫 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子
飯田通久 武田 茂 井岡達也 永野浩昭 大腸癌切除例 IL-6 予後 腫瘍浸潤免疫細胞 関係 一般演題

5. 古谷 圭 中島正夫 恒富亮一 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 渡邊裕策 友近 忍 前田訓子 吉田 晋 飯田通久
鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 大腸癌 血清 Proteinase-3 検討 一般演題

第35回日本内視鏡外科学会総会 JSES2022 12/8-12/10 ッ 開催
1. 友近 忍 鈴木伸明 吉田 晋 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 永野浩昭 大腸癌手術

時 ICG 蛍光法 術中 navigation 有用性 ー
2. 中島正夫 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 永野浩昭

腹腔鏡下再肝切除 Difficulty score Pringle 法 軸 治療 ー 確立 一般演題 口演
3. 西田裕紀 新藤芳太郎 中島正夫 松井洋人 徳光幸生 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂

永野浩昭 幽門側胃切除後 膵体部癌 対 腹腔鏡下膵体尾部切除術 施行 1 例 ー
4. 鈴木有十夢 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 飯田通久 吉田 晋 鈴木伸明 武田 茂

永野浩昭 HALS 肝拡大内側区域切除 行 腰椎腹腔 留置中 肝細胞癌 1 例 ー
5. 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 中島千代 山本常則 松井洋人 徳光幸生 新藤芳太郎 友近 忍 吉田 晋

鈴木伸明 永野浩昭 当科 支援下食道切除 検討 ー
6. 飯田通久 武田 茂 中島千代 渡邊裕策 西山光郎 山本常則 吉田 晋 友近 忍 新藤芳太郎 徳光幸生 鈴木伸明

永野浩昭 当科 腹腔鏡下胃全摘 D2-No10 郭清 一般演題 口演
7. 古谷 圭 吉田 晋 鈴木伸明 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 井岡達也

永野浩昭 腹腔鏡下直腸固定術後 直腸後壁穿孔 対 腹腔鏡下大網被覆術 有効 あ 1 例 ー
8. 徳光幸生 永野浩昭 山下洋市 吉住朋晴 久下 亨 七島篤志 黒木 保 井手貴雄 遠藤裕一 宇都宮徹 北原賢二

川崎洋太 迫田雅彦 岡本好司 江口 晋 肝後上領域 S7/8 小肝癌 対 腹腔鏡手術 有用性 関 多施設共同後
向 観察研究

9. 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 兼定 航 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 飯田通久 武田 茂 永野浩昭
当科 T4b 大腸癌 対 鏡視下手術 成績 一般演題 口演
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第118回日本消化器病学会中国支部例会
第129回日本消化器内視鏡学会中国支部例会 12/10-12/11 ッ 開催 山口 KDDI維新 ー
1. 中島正夫 日本消化器病中国支部 第24回専門医 ー 消化器病学会 症例1 肝臓 ー ー
2. 山岡祐子 末廣 寛 橋本真一 五嶋敦史 山本直樹 鈴木伸明 檜垣真吾 藤井郁英 鈴木千衣子 松本俊彦 友近 忍

吉田 晋 永野浩昭 坂井田功 高見太郎 山崎隆弘 Comparison of two primer-probe sets of Fusobacterium 

nucleatum using droplet digital polymerase chain reaction for the detection of colorectal neoplasia from faecal

samplesDroplet digital PCR 便中 Fusobacterium nucleatum 測定 ー 比較検討 一般演題



地方会司会・発表
臨床腫瘍多職種研修会 1/13 山口 山口大学医学部 医修館
1. 井岡達也 司会

第4回山口食道 研究会 1/19 ッ 開催 山口 山口大学医学部霜仁会館
1. 永野浩昭 特別講演 開会挨拶 座長 閉会挨拶
2. 武田 茂 当科 支援下食道 手術 初期経験 一般演題

Yamaguchi Breast Cancer Seminar 2022 1/21 WEB開催
1. 井岡達也 特別講演 座長

第124回山口大学病院 ー 1/26 ZOOM
1. 井岡達也 ー 頭頚部癌治療 現状 司会

2022年 山口県消化器 ー 講演会 1/27 WEB開催
1. 井岡達也 講演 座長
2. 永野浩昭 講演 座長

山口県 外科・救急真菌症 2022 ２/3 WEB開催
1. 永野浩昭 ー 座長
2. 武田 茂 当科 消化器外科手術 SSI ー 検討 ー 講演

Pancreatic Cancer Online Seminar 2/10 岡山
1. 井岡達也 膵癌化学療法 最新動向 特別講演 司会
2. 井岡達也 使用経験 い ョ ー ー

Breast Cancer Web Seminar in YAMAGUCHI- 10年記念講演会- 2/10 WEB開催
1. 永野浩昭 一般講演・特別講演 座長
2. 前田訓子 当科 使用経験 一般講演

第42回九州肝臓外科研究会学術集会 2/19 WEB開催
1. 永野浩昭 主題 技術 伝承・ わ 教育法 司会
2. 中島正夫 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 松隈 聰 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂

井岡達也 硲 彰一 上野富雄 永野浩昭 高齢肝細胞癌患者 対 治療法 検討 一般演題
3. 松隈 聰 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 中島正夫 古谷 圭 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明

武田 茂 井岡達也 硲 彰一 永野浩昭 S7,8 領域 初発肝細胞癌 対 腹腔鏡下肝切除術 波焼 一般演題

第5回山口県外科専門医育成会議 2/26 山口 下関 ッ 開催
1. 武田 茂 開会挨拶・ ー ・総括

将来 乳癌治療 考え 会 3/9 ZOOM
1. 永野浩昭 特別講演 座長

第4回山口肝移植診療検討会 3/10 ッ 開催 山口 山口大学医学部 医修館
1. 永野浩昭 特別講演 開会挨拶・座長

中外e ー on Breast Cancer 3/10 WEB開催
1. 前田訓子

第3回山口県消化器外科低侵襲治療研究会 3/11 ZOOM
1. 永野浩昭 一般講演・特別講演 座長
2. 飯田通久 当科 手術 現況 一般演題

Gastric Cancer Seminar in Yamaguchi 3/30 ッ 開催 山口 ANA
1. 井岡達也 座長

JOIN 2022 Spring in Yamaguchi 4/6 WEB開催
1. 永野浩昭 総合座長

Gastroenterological Cancer Web Seminar in Yamaguchi 4/22 WEB開催
1. 井岡達也 ー 特別講演 座長

第9回山口乳癌研究会 4/27 WEB開催
1. 前田訓子 新専門医制度 乳腺外科専門医 い 講演 ョ

第11回山口膵・胆道疾患研究会 5/17 ZOOM
1. 永野浩昭 一般講演・特別講演 総合座長
2. 松井洋人 山口県 膵癌化学療法 い 一般演題

ーONCOLOGYWEB ー 5/18 WEB開催
1. 永野浩昭 座長
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第4回Surgical Forum in Fukui 5/20 ZOOM
1. 永野浩昭 大腸 肝転移症例 対 集学的治療戦略 特別講演

第3回山口県 医療研究会 5/27 山口 山口
1. 永野浩昭 Session1 一般演題 座長
2. 井岡達也 消化器領域 医療 実際 一般演題

第80回山口県臨床外科学会 5/29 山口 萩市総合福祉 ー
1. 永野浩昭 特別講演 座長
2. 梅野紘希 鈴木伸明 吉田 晋 友近 忍 松井洋人 新藤芳太郎 徳光幸生 渡邊裕策 前田訓子 飯田通久 武田 茂

井岡達也 永野浩昭 当科 右側結腸病変 対 腹腔鏡下体腔内吻合 取 組 一般演題
3. 鈴木有十夢 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 飯田通久 吉田 晋 鈴木伸明 武田 茂

井岡達也 永野浩昭 腹腔鏡手術 行 腰椎腹腔 留置中 肝細胞癌 1例 一般演題
4. 玉木英樹 木村祐太 西山光郎 徳光幸生 合志清隆 細菌感染 伴う軟部組織障害 対 高気圧酸素 併用治療 経験

一般演題

CRC Online Seminar 6/6 WEB開催
1. 井岡達也 山口大学 大腸 化学療法 実際 特別講演

Oncology ー ッ 講演会 ！〜病院 け irAE体制構築 〜 6/17 WEB開催
1. 井岡達也 免疫薬物療法時代 irAE ー 連携 実際 講演

第65回関西胸部外科学会学術集会 6/17-6/18 静岡 浜松
1. 武田 茂 飯田通久 渡邊裕策 西山光郎 中島千代 松井洋人 松隈 聰 徳光幸生 新藤芳太郎 友近 忍 吉田 晋

鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 当科 支援下食道切除 初期経験 一般口演
2. 渡邊裕策 武田 茂 飯田通久 西山光郎 中島千代 永野浩昭 特発性食道破裂 対 腹腔鏡 ー 有用性 一般

口演
3. 西山光郎 武田 茂 渡邊裕策 飯田通久 中島千代 松隈 聰 松井洋人 前田訓子 新藤芳太郎 徳光幸生 友近 忍

吉田 晋 鈴木伸明 井岡達也 永野浩昭 食道切除術後 経口摂取量 体重 与え 影響 い 一般口演

Esophageal Cancer Seminar in Yamaguchi 6/21 山口 山口大学医学部霜仁会館
1. 井岡達也 消化器領域 irAE 実際 一般講演

外科教育 現状 展望 in Yamaguchi 6/29 WEB開催
1. 渡邊裕策 山口県 外科教育 現状 展望 ョ

第27回Cancer Forum in Yamaguchi 7/13 ッ 開催 山口 ANA
1. 永野浩昭 特別講演1 化学療法 座長

岩国薬剤師会生涯教育研修会 7/12 ZOOM
1. 井岡達也 胃癌化学療法 Up To Date 特別講演
2. 永野浩昭 特別講演 司会

痛 考え Web ー 薬物治療 よ 神経障害 7/13 ZOOM
1. 井岡達也 化学療法 進歩 有害事象 神経障害性疼痛 対応 特別講演

第29回HAG ー 函館消化器 化学療法談話 7/15 ZOOM
1. 井岡達也 消化器癌 化学療法 Up To Date ～膵癌 中心 ～ 特別講演 講師

肝胆膵 Update 2022 Summer 7/15 ZOOM
1. 永野浩昭 Opening Remarks
2. 井岡達也 Session1 膵癌 司会

LENVIMA-HCC Seminar in 山口 〜Conversion 目指し 肝細胞癌治療〜 7/26 WEB開催
1. 永野浩昭 特別講演 座長

WEB開催 7/28
1. 永野浩昭 肝切除術 局所止血療法

Colorectal Cancer Seminar in 山口 8/1 ッ 開催 山口 国際 宇部
1. 井岡達也 特別講演 座長

山口 Cancer Specialist Seminar 8/30 WEB開催
1. 井岡達也 特別講演 座長

Gastric Cancer Seminar in Yamaguchi 9/7 WEB開催
1. 井岡達也 特別講演 座長

Surgery & Kampo 2022 9/8 ッ 開催 山口 山口大学医学部 霜仁会館
1. 永野 浩昭 特別講演 座長

Gastric Cancer Seminar in Yamaguchi 9/28 ッ 開催 山口 ANA
1. 井岡達也 特別講演 座長
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周南地区大腸癌病診連携 ー 10/6 ッ 開催 山口 ー く
1. 井岡達也 新 い時代 大腸癌薬物治療～最新 山口大学 方針～ 特別講演
2. 井岡達也 ー 新 い時代 大腸癌治療 ョ

Setouchi HBOC Online Seminar 10/17 WEB開催
1. 前田訓子 今後 乳癌術後補助療法 い 特別講演

萩市医師会学術講演会 10/21 ッ 開催 山口 千春楽別館味楽亭
1. 井岡達也 情報 踏 え 最新 消化器 治療 特別講演

患者 け 疼痛緩和治療 Web Seminar 11/8 WEB開催
1. 井岡達也 胃 化学療法 進歩 神経障害性疼痛 対応 特別講演

JOIN 2022 Autumn in Yamaguchi 11/8 山口 山口
1. 永野浩昭 Session 座長
2. 前田訓子 Session1 発売4年 振 返

山口大腸 ー 11/10 山口 山口大学医学部 霜仁会館
1. 井岡達也 特別講演1 座長
2. 永野浩昭 特別講演2 座長
3. 永野浩昭 ー

Biliary Tract Cancer Summit 2022 11/12 WEB開催
1. 井岡達也 Lecture Session 座長
2. 井岡達也 Discussion 司会
3. 井岡達也 Closing Remarks

第5回山口肝移植診療検討会 11/16 山口 山口大学医学部 霜仁会館
1. 永野浩昭 特別講演 開会挨拶 座長

臨床腫瘍多職種研修会 11/17 山口 山口大学医学部 ー
1. 井岡達也 講演 司会

第12回山口膵・胆道疾患研究会 11/22 ZOOM
1. 永野浩昭 特別講演 座長

第16回肝臓内視鏡外科研究会・第14回膵臓内視鏡外科研究会 11/23 福岡 福岡国際会議場
1. 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 中島正夫 渡邊裕策 友近 忍 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 永野浩昭

教室 胆嚢板牽引法 応用 肝門部 Glissonian approach 腹腔鏡下肝 S8 亜区域切除術 主題関連演題
2. 徳久晃弘 中島正夫 徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 吉田 晋 飯田通久 鈴木伸明 武田 茂 井岡達也 永野浩昭

Difficulty score Pringle 法 軸 腹腔鏡下再肝切除 治療 ー 一般演題

Esophageal Cancer Seminar in Yamaguchi 11/29 山口 山口大学医学部 霜仁会館
1. 永野浩昭 一般講演・特別講演 座長
2. 武田 茂 食道癌 対 支援下手術 一般講演

第4回千葉肝 ー 11/30 ッ 開催 千葉 ー 千葉
1. 永野浩昭 講演2

Scientific Exchange Meeting〜胆道癌治療 unmet needs 考え 〜 12/10 ZOOM
1. 永野浩昭 Session1 座長
2. 井岡達也 Session3 座長

第24回山口県病院薬剤師会 薬物療法専門薬剤師育成 ー 12/12 WEB開催
1. 井岡達也 新 い食道癌薬物療法－ 捉え方 － 特別講演

第20回山口県消化管 ー 12/14 山口 ANA
1. 永野浩昭 座長

山口県消化器癌 ー 講演会 12/15 WEB開催
1. 永野浩昭 座長

第6回山口消化管内視鏡外科研究会 12/21 WEB開催
1. 永野浩昭 特別講演 座長

Scientific Exchange Meeting 2022 胆道 集学的治療戦略 再考 12/26 ZOOM
1. 永野浩昭 座長
2. 永野浩昭 胆道 集学的治療戦略 再考 Discussion 司会
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研究費取得状況

種別 事業名 研究者名 代表・分担 交付額 研究課題名

科研費 基盤研究(C) 吉田 晋 代表 1,000,000
CyTOF 大腸腫瘍浸潤CD4+FOXP3+細胞 解析 予後因子

役割

科研費 基盤研究(C) 硲 彰一 代表 1,200,000
消化器癌 遺伝子変異 由来 腫瘍抗原 同定 新規免疫療
法 開発

科研費 基盤研究(C) 鈴木 伸明 代表 1,000,000 大腸癌 対 FOLFOXIRI療法 副作用診断 開発

科研費 基盤研究(C) 友近 忍 代表 1,600,000 抗EGFR抗体 大腸癌 "Hot tumor" 変え

科研費 基盤研究(C) 徐 明 代表 1,100,000
大腸癌肝転移 関与 癌細胞由来 RNA 役割 制御

解明

科研費 基盤研究(C) 恒富亮一 代表 800,000
肝 幹細胞性獲得 免疫監視逃避 細胞間 ュ ー

ョ 解析

科研費 基盤研究(C) 武田 茂 代表 800,000
膵癌 化学療法療法副作用関連 ー ー 探索 診断 開
発

科研費 若手研究 新藤芳太郎 代表 1,000,000
肝細胞癌術前 免疫療法症例 腫瘍浸潤 球 用い 抑制性免疫

解明

科研費 若手研究 松隈 聰 代表 1,000,000
術前腫瘍量因子 血清 化遺伝子 肝癌予後予測 構
築

科研費 若手研究 兼清 信介 代表 1,300,000
術後肝内再発抑制法開発 向 肝癌幹細胞特異的 HLA抗原

同定

科研費 若手研究 渡邊 裕策 代表 1,400,000 独自 誘導 食道癌幹細胞様細胞 用い 食道癌治療抵抗性 解析

科研費 若手研究 徳光 幸生 代表 1,400,000
個別化診療 見据え 膵癌克服 癌幹細胞 腫瘍微小環境 関

研究

科研費 若手研究 中島 正夫 代表 1,800,000
腫瘍 宿主両面 複合 ー ー探索 膵癌個
別化治療 展開
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業績そ 他
2022

週刊朝日 MOOK 手術数 わ いい病院 2022年3月10日発行 通巻275号 薬物療法 乳 手術
食道 手術 肝 治療 膵 手術 胃 手術 井岡達也 松井洋人 前田訓子 武田 茂 渡邊裕策
永野浩昭 徳光幸生 新藤芳太郎 飯田通久
Club Kirara MAGAZINE VOL．73 2022年4月～2022年6月 山口県 治療最前線 最近 抗 剤治療

大 変わ 井岡達也
Club Kirara MAGAZINE VOL．74 2022年7月～2022年9月 山口県 治療最前線 内視鏡外科技術認定
医 い 飯田通久
Club Kirara MAGAZINE VOL．75 2022年10月～2022年12月 山口県 治療最前線 治療 成功

重要 井岡達也
讀賣新聞 2022年10月19発行 安心 設計 病院 実力 肝臓 進行前 手術・焼灼 薬物療法 免疫
治療併用 効果 永野浩昭
朝日新聞 2022年10月25日発行 対談 多様 症例 応 高度 外科手術 適切 術前・術後化学療法

集学的治療 胆道 永野浩昭 井岡達也
消化器外科医 薦 一冊 第77回日本消化器外科学会総会 一般社団法人日本消化器外科学会 第77回
日本消化器外科学会総会 一般社団法人日本消化器外科学会 2022年 炎環 永井路子 著 文藝文庫
永野浩昭
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Clinical and research conference
2022.1.22 - winter
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時間 全体進行係 飯田通久 先生
7:30-7:33 1. 教授挨拶 永野浩昭 教授
7:33-8:48 2. 各診療 ー 報告 司会 鈴木伸明 先生

上部消化管 ー 武田 茂 先生
下部消化管 ー 鈴木伸明 先生
肝胆膵 ー 徳光幸生 先生
乳腺・内分泌 ー 前田訓子 先生
腫瘍 ー 井岡達也 先生

8:50-18:00
3. Clinical and Research 
Conference

午前司会 武田 茂 先生
午後司会 鈴木伸明 先生

関矢 Retrospective Study on Clinical Characteristics and Treatment Patterns of Elderly Breast Cancer 
Patients

太田啓介 Anti‐tumor efficacy of CAR‐T cells against cancer organoids.

徳久晃弘 Study of mechanisms of gemcitabine resistance in biliary-tract-cancer

古谷 圭 Search for biomarkers of colon cancer chemotherapy 

千々松日香里 Search for biomarkers of colorectal cancer chemotherapy by comprehensive protein analysis of 
serum samples

兼定 航 Prediction of adverse events of triplet chemotherapy (FOLFIRINOX therapy and FOLFOXIRI 
therapy) by genetic polymorphisms for precision medicine

鄭 桓宇 Examination of the role of phosphorylation of Paxillin in cancer metastatic ability

木村祐太 Evasion from immune surveillance in cancer stem-like cells derived from a hepatoma cell line

近藤潤也 The effect of prolonged fixation on the immunohistochemical evaluation and fluorescence in 
situ hybridization results of HER2 expression in advanced gastric cancer

藤原康弘 Preliminary analysis of neoadjuvant FOLFOXIRI for Locally advanced colorectal cancer

徐 明 Overexpression of miRNAs in the cancer is associated with malignant potential in colorectal 
cancer.

山田健介 Changes in liver and spleen volumes during neoadjuvant FOLFOXIRI /mFOLFIRINOX therapy

中島正夫 Overcoming therapeutic resistance of αPD-1ab against solid tumor through combined novel 
peptide-vaccination and αPD-1ab

西山光郎 Usefulness of  prophylactic minitracheostomy and broad spectrum antibiotic after 
esophagectomy

松隈 聰 Portal vein thrombosis after laparoscopic liver resection

松井洋人 Development of novel risk prediction system for postoperative pancreatic fistula after 
pancreaticoduodenectomy

新藤芳太郎 Safety and feasibility of pancreaticoduodenectomy in octogenarians

徳光幸生
Novel laparoscopic approaches as the total biopsy methods for suspected gallbladder cancer
The efficacy of laparoscopic liver resection for small hepatocellular carcinoma located in the 

hepatic dome.

渡邊裕策 Low skeletal muscle index is a predictor of postoperative pneumonia

友近 忍 Surgical techniques for advanced transverse colon cancer using the cranial approach of the 
transverse mesocolon

前田訓子 Preoperative diagnosis of SLN metastasis using CT-lymphography

吉田 晋 Preoperative factors associated with death of other causes in elderly patients with colorectal 
cancer

飯田通久 Area Under the CRP Curve (AUCrpC) may be a reliable indicator of survival after radical 
gastrectomy

恒富亮一 Reorganization of our research for the next.

鈴木伸明 Analysis of perioperative factors of ≥80-year-old colorectal cancer patients versus non-elderly 
patients

武田 茂 Efficacy of nutrition intervention combined neoadjuvant chemotherapy for Esophageal Cancer

渡邊考啓 Future plan

小佐々 貴博 Future plan

金城尚樹 Future plan

18:00-18:10 4. 総括 永野浩昭 教授 2021年 研究・総括
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時間 全体進行係 飯田通久 先生

8:30~8:33 1. 開会 言葉 永野浩昭 教授

8:33~15:21 2. 研究者発表会議 司会 武田 茂先生(前半) 鈴木伸明先生(後半)

前田訓子 Preoperative diagnosis of SLN metastasis using CT-lymphography

徳光幸生 Novel laparoscopic approaches as the total biopsy methods for suspected gallbladder cancer

小佐々 貴博 Future Plan

太田啓介 Anti‐tumor efficacy of CAR‐T cells against cancer organoids.

徳久晃弘 Study of mechanisms of gemcitabine resistance in biliary-tract-cancer

古谷 圭 Search for biomarkers of colon cancer chemotherapy 

兼定 航 Association between a single nucleotide polymorphism in the R3HCC1 gene and irinotecan 
toxicity

鄭 桓宇 Examination of the role of phosphorylation of Paxillin in cancer metastatic ability

徐 明 Overexpression of miRNAs in the cancer is associated with malignant potential in colorectal 
cancer.

山田健介 Preliminary analysis of mid- to long-term prognosis after neoadjuvant chemotherapy for 
colorectal cancer liver metastasis followed by resection

中島正夫 Overcoming therapeutic resistance of αPD-1ab against solid tumor through combined novel 
peptide-vaccination and αPD-1ab

西山光郎 Usefulness of  prophylactic minitracheostomy and broad spectrum antibiotic after 
esophagectomy

鈴木伸明 Analysis of perioperative factors of ≥80-year-old colorectal cancer patients versus non-elderly 
patients

近藤潤也 The effect of prolonged fixation on the immunohistochemical evaluation and fluorescence in 
situ hybridization results of HER2 expression in advanced gastric cancer

山本常則 IL-6 levels correlate with prognosis and immunosuppressive stromal cells in patients with 
colorectal cancer

木村祐太 Evasion from immune surveillance in cancer stem-like cells derived from a hepatoma cell line

松井洋人 Development of novel risk prediction system for postoperative pancreatic fistula after 
pancreaticoduodenectomy

新藤 芳太郎 Staging laparoscopy in pancreatic cancer

渡邊裕策 Low skeletal muscle index is a predictor of postoperative pneumonia

友近 忍 Real-time Vessel Navigation Using Indocyanine Green Fluorescence during Laparoscopic 
Colorectal Cancer Surgery

吉田 晋 Risk factors for non-colorectal cancer-related death after curative colorectomy in patients aged 
80 years or older

飯田通久 Predictors of postoperative infectious complications after gastrectomy for the elderly

武田 茂 Efficacy of nutrition intervention combined neoadjuvant chemotherapy for Esophageal Cancer

15:25-15:40 3．総括 永野浩昭 教授 着任後5年間 臨床 今後 展望

研究者発表会議
2022.7.16 - summer



学位取得者報告
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藤原康弘 平成22年卒
私 研究 ー 私 研究 ー Calreticulin 高発現 膵癌幹細胞様細胞 免
疫逃避 関連 教室 膵癌細胞株 独自 方法 誘導 膵癌
幹細胞様細胞 幹細胞性 示 報告 本研究 膵癌幹細胞様細胞

多様 幹細胞性 示 細胞表面 発現 変化 免疫逃
避 働い い 可能性 あ 示唆 本研究 癌幹細胞研究 一助

幸い
御指導・御指南い い 永野教授 論文作成 い 指導い い 恒富
先生 実験 始 当初 指導い い 吉村先生 松隈先生 研究 行 詰

親身 指摘 先生方 細胞 管理 佐野
研究助手 方々 感謝申 上 本当 あ う い



新入局者あいさ

木原 わ 令和2年卒
令和4年 入局 頂 木原 わ 申 出身 宮崎県 令和2年 山
口大学医学部 卒業 山口県立総合医療 ー 2年間 初期臨床研修 行い
令和4年 関門医療 ー 度令和5年4月 都志見病院 勤務 い い

関門医療 ー 緊急手術 含 多 手術執刀 経験 頂 共 急
性期 終末期医療 幅広 患者 携わ 頂 現在 都志見病院 1症
例1症例 大事 外科医 研鑽 積 共 地域医療 医

役割 全う出来 う誠心誠意努 い 所存
患者 家族 寄 添 医療 忘 温 い医師 目指 日々精進 参

今後 指導 鞭撻 何卒 願い申 上
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梅野紘希 令和2年卒
令和4年度入局 梅野紘希 申 出身 山陽小野田市 慶進中学・高等学校 経 鳥
取大学医学部 入学 令和2年度 卒業 在学時 実習 感 外科 対 憧

加え 母校 消化器外科 先生 頂い 恩 あ 消化器外科医 決心
初期研修 2年間 徳山中央病院 過 縁 あ 山口大学消化器腫瘍外科学講座
入局致 入局後1年間 大学病院 各班 ー ー 研鑽 積 い

令和5年度4月 宇部興産中央病院 勤務 い い い 昨年度
引 続 生 育 宇部 街 働 喜 感 山口 外科医療
貢献 う 精進 行 所存 未熟者 い 今後

指導・ 鞭撻 何卒 願いい

佐藤哲也 令和2年卒
令和3年4月 山口大学大学院医学系研究科消化器・腫瘍外科 入局 い
佐藤哲也 申 令和2年 山口大学 卒業後 徳山中央病院 2年間 初期研修
終了 継続 年徳山中央病院 勤務 い 現在 下関医療

ー 勤務 い い
小学3年生 時 父親 仕事 関係 福岡県 縁 ゆ い山口県 引 越

博多弁 使う私 周 同級生 興味津々 多 友人 公
園 ー 鬼 川 泳い 楽 い日々 過 う 山口
県 次第 好 い 気 山口大学 進学 20年 山口県

住 学生時代 外科医 憧 芽生え 初期研修 1年間外科中心
ー ー ョ い 外科医 先輩方 過 中 仕事量や勉強量 多

圧倒 時 あ 先輩方 憧 日 日 強 私 外科医
決心い 指導い い 先生方 心 感謝

未熟者 あ 山口県 医療 貢献 う日々精進い 今後
指導 鞭撻 願い申 上



新入局者あいさ
原口大希 令和2年卒

令和4年度入局 原口大希 申 令和2年 山口大学医学部 卒業 山口県岩国医
療 ー 2 年間 初期臨床研修 行い 大学時代 過 山口県 自然豊

風土 魅了 外科医 山口県 働 い 思い 令和4年度 山口大学
消化器腫瘍外科学講座 入局 い 同年 萩市 都志見病院 外科

勤務 外科疾患 内科疾患 幅広い疾患 経験 診療 難
や興味深 実感い 令和5年度 徳山中央病院 勤務 い

一症例 大切 考え 手術や診療 行 う 決意 趣味 映画鑑賞
野球 甲子園 座右 銘 目 前 一生懸命 目標 外科 関 山

口県全域 世界基準 医療 提供



教授・診療科長
氏名 永野浩昭 岡山大学医学部 昭和61年卒
専門 消化器外科 肝胆膵外科 移植外科

准教授 腫瘍 ー
氏名 井岡達也 日本大学医学部 平成2年卒
専門 化学療法 集学的治療

診療准教授・副科長
氏名 武田 茂 山口大学医学部 平成3年卒
専門 上部消化管外科 食道外科

講師・病棟医長
氏名 鈴木伸明 愛媛大学医学部 平成7年卒
専門 下部消化管外科

講師
氏名 恒富亮一 山口大学農学部 平成16年卒
専門 癌 分子生物学

助教・医局長
氏名 飯田通久 山口大学医学部 平成11年卒
専門 上部消化管外科 胃外科

助教・外来医長
氏名 前田訓子 島根大学医学部 平成12年卒
専門 乳腺・内分泌外科

助教 手術部
氏名 友近 忍 山口大学医学部 平成13年卒
専門 下部消化管外科

助教
氏名 渡邊裕策 山口大学医学部 平成15年卒
専門 上部消化管外科 食道外科

助教
氏名 徳光幸生 宮崎医科大学医学部 平成16年卒
専門 肝胆膵外科

助教
氏名 新藤芳太郎 山口大学医学部 平成16年卒
専門 肝胆膵外科

助教
氏名 松井洋人 山口大学医学部 平成17年卒
専門 肝胆膵外科

助教 集中治療部
氏名 西田 裕紀 山口大学医学部 平成28年卒

学術研究員
氏名 徐 明 中国 大連医科大学 平成15年卒

在籍教室員
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診療助教
氏名 西山光郎 長崎大学医学部 平成19年卒
専門 上部消化管外科 食道外科

診療助教
氏名 中島正夫 山口大学医学部 平成21年卒
専門 肝胆膵外科

診療助教
氏名 中島千代 山口大学医学部 平成22年卒
専門 上部消化管外科 胃外科

診療助教
氏名 山田健介 山口大学医学部 平成22年卒
専門 腫瘍内科

診療助教
氏名 鍋屋 山口大学医学部 平成26年卒

診療助教
氏名 渡邉孝啓 山口大学医学部 平成26年卒

診療助教
氏名 兼定 弦 山口大学医学部 平成27年卒

診療助教
氏名 堤 甲輔 山口大学医学部 平成29年卒

診療助教
氏名 佐伯 晋吾 山口大学医学部 平成30年卒

大学院生
氏名 山本常則 山口大学医学部 平成22年卒

大学院生
氏名 木村祐太 鹿児島大学医学部 平成22年卒

大学院生
氏名 太田啓介 山口大学医学部 平成25年卒

大学院生
氏名 兼定 航 山口大学医学部 平成25年卒

大学院生
氏名 徳久晃弘 山口大学医学部 平成25年卒

大学院生
氏名 古谷 圭 山口大学医学部 平成25年卒

大学院生
氏名 鄭 桓宇 中国遼寧何氏医学院 平成26年卒

大学院生
氏名 小佐々 貴博 山口大学医学部 平成27年卒
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学会専門医、指導医、役員

日本外科学会
専門医：

永野浩昭 武田 茂 鈴木伸明 飯田通久 前田訓子 友近 忍 渡邊裕策 徳光幸生 新藤芳太郎
松井洋人 西山光郎 中島正夫 山田健介 中島千代 山本常則 徳久晃弘 太田啓介 兼定 航
古谷 圭 小佐々 貴博 兼定 弦 西田 裕紀

指導医：
永野浩昭 武田 茂 鈴木伸明 飯田通久 渡邊裕策 徳光幸生 新藤芳太郎

代議員：
永野浩昭 武田 茂

日本消化器外科学会
専門医：

永野浩昭 武田 茂 鈴木伸明 飯田通久 友近 忍 渡邊裕策 徳光幸生 新藤芳太郎
西山光郎 中島正夫 山田健介 中島千代 山本常則 山田健介 徳久晃弘 兼定 航
古谷 圭 小佐々 貴博 兼定 弦 西田 裕紀

指導医：
永野浩昭 武田 茂 鈴木伸明 飯田通久 吉田 晋 渡邊裕策 徳光幸生 新藤芳太郎

理事・評議員：
永野浩昭

日本消化器病学会
専門医・指導医：

永野浩昭 井岡達也
学会評議員：

井岡達也
執行評議員：

永野浩昭

日本臨床外科学会
評議員：

永野浩昭 武田 茂 鈴木伸明

日本内視鏡外科学会
技術認定医：

武田 茂 (食道) 鈴木伸明 大腸 、飯田通久 (胃) 徳光幸生 (肝臓) 中島正夫 肝臓 中島千代 胃
評議員：

永野浩昭
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日本癌治療学会
臨床試験登録医：

永野浩昭
理事・代議員：

永野浩昭

日本癌学会
評議員：

永野浩昭 恒富亮一



日本胃癌学会
代議員：

永野浩昭 武田 茂 飯田通久

日本食道学会
認定医：

武田 茂 西山光郎
専門医：

武田 茂 西山光郎
評議員：

永野浩昭 武田 茂

日本肝胆膵外科学会
高度技能専門医：

新藤芳太郎
評議員：

徳光幸生 新藤芳太郎 松井洋人 中島正夫
高度技能指導医・理事・評議員：

永野浩昭

日本肝臓学会
専門医：

永野浩昭 徳光幸生
指導医・専門医：

永野浩昭 徳光幸生
評議員：

永野浩昭

日本胆道学会
指導医・評議員：

永野浩昭 井岡達也

日本膵臓学会
指導医・評議員：

永野浩昭 井岡達也

日本乳癌学会
認定医・専門医・評議員：

前田訓子

日本腹部救急医学会
腹部救急認定医：

徳光幸生 徳久晃弘
評議員：

永野浩昭

日本外科感染症学会
Infection Control Doctor

外科周術期感染管理認定医
評議員：

武田 茂

日本臨床腫瘍学会
薬物療法専門医・指導医・協議員：

井岡達也
薬物療法専門医：

松井洋人

日本 治療認定医機構
認定医：

永野浩昭 井岡達也 武田 茂
前田訓子 渡邊裕策 徳光幸生
西山光郎 中島千代 山本常則

日本消化器内視鏡学会
消化器内視鏡専門医・指導医：

井岡達也

日本消化器 検診学会
代議員・認定医 肝胆膵 ・指導医：

井岡達也

日本腫瘍循環器学会
評議員：

井岡達也
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2022年 年間行事

向日葵 山陽小野田市
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永野浩昭教授 新年 訓示後 各班 ー 先生 挨拶い

前田 先生
乳腺・内分泌

武田 先生
上部消化管

鈴木 先生
下部消化管

井岡 先生
抗癌剤治療担当

硲 先生
研究担当

1月 互礼会
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各々 研究発表 行い
新年 新 気持 今年 目標・抱負 表明！

吉田先生 外科教育 取 組 発表 永野教授 2022年度 訓示

1月 Clinical & Research conference
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浅井教授 Dx 使用 指導

医師・学生 有意義 実習 疲 様

永野教授 篠田教授
神経解剖学講座

吉田先生

武田先生 胸腔鏡操作 指導

3月 第3回 Clinical Cadaver Surgical Training 
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硲先生⇒周南記念病院

新天地 活躍 健勝 祈念い

松隈先生⇒徳山中央病院 木村先生⇒ 病院

藤原先生⇒小野田赤十字病院 金城先生⇒宇部興産中央病院

3月 送別会
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新入局員 梅野先生

新年度 永野先生 挨拶

病院
山本先生 赴任

都志見病院
西田先生 赴任

宇部興産中央病院
山本先生 赴任

徳山中央病院
鈴木先生 赴任

4月 新体制発足



5月 青山会総会 WEB配信
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運営本部

禍 青山会初 WEB配信 開催 桑原先生 青山会賞 受賞

山口大学長 岡正朗先生 学長退官記念講演 行わ
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6月 ー ョ

医学部生 対象 第二外科 医局説明 行い

6月 早期外科実習
医学部2年生 必修 ュ

結紮 縫合 早期外科実習 行い

将来一人 多 外科医 増え 願 い
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永野教授 満悦 ！

永野先生 挨拶 上半期 臨床・研究 成果報告

発表会議 終わ 盛 上 い

7月 研究者発表会議 ＆ 医局納涼会
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永野先生 吉田先生 鈴木先生 言葉

吉田先生⇒関門医療 ー 鈴木先生⇒下関医療 ー

吉田先生 大学勤務本当 疲 様

9月 送別会
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山口 未来外科 若い力 支え 行 期待 い

研修医 学生 向 医局説明会 行い

勧誘隊長 西山先生 兼定弦先生 新入局員 梅野先生 医局説明

11月 医局説明会
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丸橋 繁 先生 福島県立医科大学

岡野 圭一 先生 香川大学

写真集

河野 浩二 先生 福島県立医科大学
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進藤 潤一 先生 虎 門病院

江畑 智希 先生 名古屋大学

吉住 朋晴 先生 九州大学



沖 英次 先生 九州大学

吉波 哲大 先生 大阪大学

上野 秀樹 先生 防衛医科大学

山崎 誠 先生 関西医科大学
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５月：医局説明会

７月：医局旅行

7月：消化器外科学会 現地 門会

12月：医局忘年会

新型コ ウイ ス感染を考慮し
記 各イ ント 残念 中止 ました。

新型コ ウイ ス感染拡大 １日 も早く収束 向 い
すべ イ ント開催を行え こ を願っ います。



編集後記
2022年 新型 影響 大 2023年 入 落 着

見 始 5月8日 感染症法上 5類 引 下 我々 生活
大 影響 及 対応 平時 移行 大 節目 迎え あ With

/After 時代 起 環境 変化 必要 備え 何 あ う ？
先 新型 感染拡大 受 ワー や外出自粛要請 生

や個人消費 あ ゆ 活動 ー 化・ 化 流 ー 蓄積
AI化 大 追い風 い ー や い ChatGPT

生成 出来 対話型AI ー 短期間 急速 進歩 遂 連日
騒 い 実際 GPT-4 司法試験 上位10％ 入 成績 叩 出 い

う 他人事 あ AI 急速 人間 距離感 縮 い 今 感
い 低い い 様々 分野 AI応用 進 い

特 ChatGPT 代表 生成系AI 生 出 関 人 予見 い事態
生 始 法整備 含 対策 急 進 い 段落 あ 今

膨大 ー 蓄積 AI 性能向上 軸 社会変動 目 見え 形 急速 進
あ 肌 感 得 い

う 時代 中 外科医 求 何 う AI 対話？
駆使 築 上 Surgical Society 5.0 名付 う 新時代 到来

う ？全国的 医師 高齢化 著 い山口県 い 我々 う 社会 対応
う ？い や 来 未来 向 我々外科医 想像力 創造

力 求 う

令和5年5月
徳光 幸生

市立 水族館 海響館 下関市
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